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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する受信部と、
　位置検出装置に対して、前記位置検出装置のセンサ部における指示位置を検出させるた
めの位置検出用信号を送信する送信部と、
　前記受信部で前記タグ情報を受信したときに、前記送信部から、前記位置検出用信号と
共に、前記タグ情報を前記位置検出装置に送信するように制御する制御部と
　を備え、
　前記制御部は、前記電子タグ発信器からの前記タグ情報を前記受信部で受信することが
可能な領域範囲に入ったか、及び前記領域範囲から離脱したか否かを判断する判断機能を
備え、前記タグ情報を前記受信部で受信することが可能な領域範囲内であると判断したと
きには、前記位置検出用信号と共に、前記タグ情報を前記送信部から前記位置検出装置に
送信するように制御する
　ことを特徴とする電子ペン。
【請求項２】
　自電子ペンを識別するための識別情報を記憶する記憶部を備え、
　前記制御部は、前記識別情報をも、前記送信部から前記位置検出装置のセンサ部に送信
するように制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子ペン。
【請求項３】
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　電子ペンから送信される、電子タグ発信器からのタグ情報と位置検出用信号とを含む信
号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンか
らの前記タグ情報と対応付けて第１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　自装置を識別するための第１の識別情報を記憶する第２の記憶部と、
　を備え、
　前記記憶処理部は、前記第１の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報に対応付け
て前記第１の記憶部に記憶する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項４】
　電子ペンから送信される、電子タグ発信器からのタグ情報と位置検出用信号とを含む信
号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンか
らの前記タグ情報と対応付けて第１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　前記電子ペンからの当該電子ペンを識別するための第２の識別情報を受信する受信部と
、
　を備え、
　前記記憶処理部は、前記電子ペンの前記第２の識別情報をも、前記検出した指示位置の
情報に対応付けて前記第１の記憶部に記憶する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項５】
　電子ペンから送信される、電子タグ発信器からのタグ情報と位置検出用信号とを含む信
号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンか
らの前記タグ情報と対応付けて送出する送出部と、
　自装置を識別するための第１の識別情報を記憶する第１の記憶部と
　を備え、
　前記送出部は、前記第１の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報に対応付けて送
出する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項６】
　電子ペンから送信される、電子タグ発信器からのタグ情報と位置検出用信号とを含む信
号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンか
らの前記タグ情報と対応付けて送出する送出部と、
　前記電子ペンからの当該電子ペンを識別するための第２の識別情報を受信する受信部と
、
　を備え、
　前記送出部は、前記電子ペンの前記第２の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報
に対応付けて送出する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項７】
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　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記タグ情報と対応付け
て第１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　自装置を識別するための第１の識別情報を記憶する第２の記憶部と、
　を備え、
　前記記憶処理部は、前記第１の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報に対応付け
て前記第１の記憶部に記憶する
　を備えることを特徴とする位置検出装置。
【請求項８】
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記タグ情報と対応付け
て第１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　前記電子タグ発信器からの前記タグ情報を前記第１の受信部で受信することが可能な領
域範囲に入ったか、及び前記領域範囲から離脱したか否かを判断する判断部と、
　を備え、
　前記記憶処理部は、前記判断部で、前記タグ情報を前記第１の受信部で受信することが
可能な領域範囲内であると判断したときには、前記検出した指示位置の情報を、前記第１
の受信部で受信した前記タグ情報と対応付けて第１の記憶部に記憶する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項９】
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記タグ情報と対応付け
て第１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　前記電子ペンからの当該電子ペンを識別するための第２の識別情報を受信する第２の受
信部と、
　を備え、
　前記記憶処理部は、前記第２の受信部で受信した前記電子ペンの前記第２の識別情報を
も、前記検出した指示位置の情報と、前記センサ部で受信した前記タグ情報とに対応付け
て前記第１の記憶部に記憶するようにする
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項１０】
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記タグ情報と対応付け
て送出する送出部と、
　自装置を識別するための第１の識別情報を記憶する第２の記憶部と、
　を備え、
　前記送出部は、前記第１の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報に対応付けて送
出する
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　を備えることを特徴とする位置検出装置。
【請求項１１】
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記タグ情報と対応付け
て送出する送出部と、
　前記電子タグ発信器からの前記タグ情報を前記第１の受信部で受信することが可能な領
域範囲に入ったか、及び前記領域範囲から離脱したか否かを判断する判断部と、
　を備え、
　前記送出部は、前記判断部で、前記タグ情報を前記第１の受信部で受信することが可能
な領域範囲内であると判断したときには、前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受
信部で受信した前記タグ情報と対応付けて送出する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項１２】
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記タグ情報と対応付け
て送出する送出部と、
　前記電子ペンからの当該電子ペンを識別するための第２の識別情報を受信する第２の受
信部と、
　を備え、
　前記送出部は、前記第２の受信部で受信した前記電子ペンの前記第２の識別情報をも、
前記検出した指示位置の情報と、前記センサ部で受信した前記タグ情報とに対応付けて送
出する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項１３】
　電子ペンから送信される、第１の電子タグ発信器からの第１のタグ情報と位置検出用信
号とを含む信号を受信するセンサ部と、
　第２の電子タグ発信器から送信される前記第１のタグ情報とは異なる第２のタグ情報を
受信する第１の受信部と、
　前記センサ部で電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペンによ
る指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンからの
前記第１のタグ情報と前記第１の受信部で受信した前記第２のタグ情報とに対応付けて第
１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置。
【請求項１４】
　自装置を識別するための第１の識別情報を記憶する第２の記憶部を備え、
　前記記憶処理部は、前記第１の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報に対応付け
て前記第１の記憶部に記憶する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の位置検出装置。
【請求項１５】
　前記電子ペンからの当該電子ペンを識別するための第２の識別情報を受信する第２の受
信部を備え、
　前記記憶処理部は、前記電子ペンの前記第２の識別情報をも、前記検出した指示位置の
情報に対応付けて前記第１の記憶部に記憶する
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　ことを特徴とする請求項１３に記載の位置検出装置。
【請求項１６】
　前記第２の電子タグ発信器からの前記第２のタグ情報を前記第１の受信部で受信するこ
とが可能な領域範囲に入ったか、及び前記領域範囲から離脱したか否かを判断する判断部
を備え、
　前記記憶処理部は、前記判断部で、前記第２のタグ情報を前記第１の受信部で受信する
ことが可能な領域範囲内であると判断したときには、前記検出した指示位置の情報を、前
記センサ部で受信した前記電子ペンからの前記第１のタグ情報と前記第１の受信部で受信
した前記第２のタグ情報と対応付けて前記第１の記憶部に記憶する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の位置検出装置。
【請求項１７】
　電子ペンから送信される、第１の電子タグ発信器からの第１のタグ情報と位置検出用信
号とを含む信号を受信するセンサ部と、
　前記第１の電子タグ発信器とは異なる第２の電子タグ発信器から送信される第２のタグ
情報を受信する第１の受信部と、
　前記センサ部で電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペンによ
る指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンからの
前記第１のタグ情報と前記第１の受信部で受信した前記第２のタグ情報とに対応付けて送
出する送出部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置。
【請求項１８】
　自装置を識別するための第１の識別情報を記憶する第２の記憶部を備え、
　前記送出部は、前記第１の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報に対応付けて送
出する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の位置検出装置。
【請求項１９】
　前記電子ペンからの当該電子ペンを識別するための第２の識別情報を受信する第２の受
信部を備え、
　前記送出部は、前記電子ペンの前記第２の識別情報をも、前記検出した指示位置の情報
に対応付けて送出する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の位置検出装置。
【請求項２０】
　前記第２の電子タグ発信器からの前記第２のタグ情報を前記第１の受信部で受信するこ
とが可能な領域範囲に入ったか、及び前記領域範囲から離脱したか否かを判断する判断部
を備え、
　前記送出部は、前記判断部で、前記第２のタグ情報を前記第１の受信部で受信すること
が可能な領域範囲内であると判断したときには、前記検出した指示位置の情報を、前記セ
ンサ部で受信した前記電子ペンからの前記第１のタグ情報と前記第１の受信部で受信した
前記第２のタグ情報と対応付けて送出する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の位置検出装置。
【請求項２１】
　前記送信部は、前記位置検出装置のセンサ部に対して電磁誘導結合により信号を送信す
るものである
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子ペン。
【請求項２２】
　前記送信部は、前記位置検出装置のセンサ部に対して静電結合により信号を送信するも
のである
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子ペン。
【請求項２３】
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　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記受信部で受信した前記タグ情報とを前記位置検出装
置部に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出すると共に、検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を
通じて受信した前記タグ情報とを対応付けて前記処理装置部に供給し、
　前記処理装置部は、
　前記タグ情報を所定のサーバ装置に送信することで、前記サーバ装置から前記タグ情報
に対応する所定の情報を取得し、前記検出した前記指示位置の情報を、前記取得した前記
所定の情報を用いて処理し、
　前記所定の情報は、前記電子タグ発信器の設置位置に関連した情報である
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２４】
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記受信部で受信した前記タグ情報とを前記位置検出装
置部に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出すると共に、検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を
通じて受信した前記タグ情報とを対応付けて前記処理装置部に供給し、
　前記処理装置部は、
　前記タグ情報を所定のサーバ装置に送信することで、前記サーバ装置から前記タグ情報
に対応する所定の情報を取得し、前記検出した前記指示位置の情報を、前記取得した前記
所定の情報を用いて処理し、
　前記所定の情報は、前記タグ情報に対応付けられて前記サーバ装置に記憶されている文
書フォーマットに関するものであって、前記位置検出装置部で検出される全領域範囲内に
おいて予め設定されている部分領域範囲毎に対応して規定されている属性情報を含むもの
であり、
　前記処理装置部は、前記検出した前記電子ペンによる前記指示位置の情報のそれぞれが
、何れの前記属性情報に対応する領域範囲内であるかを判断する処理を含む
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２５】
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する受信部と、
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　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記受信部で受信した前記タグ情報とを前記位置検出装
置部に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出すると共に、検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を
通じて受信した前記タグ情報とを対応付けて前記処理装置部に供給し、
　前記処理装置部は、
　前記タグ情報を所定のサーバ装置に送信することで前記タグ情報に対応するアプリケー
ションプログラムを取得して起動し、あるいは、既にインストールされている前記タグ情
報に対応するアプリケーションプログラムを前記タグ情報の取得に基づいて起動し、
　前記起動した前記アプリケーションプログラムにより、前記検出した前記指示位置の情
報についての処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２６】
　前記処理装置部は、
　前記タグ情報を所定のサーバ装置に送信することで、前記サーバ装置から前記タグ情報
に対応する所定の情報を取得し、前記起動した前記アプリケーションプログラムにより、
前記取得した前記所定の情報を用いた処理を実行する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の情報処理装置。
【請求項２７】
　前記所定の情報は、前記電子タグ発信器の設置位置に関連した情報である
　ことを特徴とする請求項２５に記載の情報処理装置。
【請求項２８】
　表示画面を備える表示部を有し、
　前記処理装置部は、前記検出した前記指示位置の情報を前記取得した前記所定の情報を
用いて処理し、当該処理の結果に基づいて表示情報を生成し、生成した前記表示情報を前
記表示画面に表示する
　ことを特徴とする請求項２４、請求項２５または請求項２６に記載の情報処理装置。
【請求項２９】
　前記所定の情報は、前記サーバ装置に前記タグ情報に対応付けられて記憶されている前
記表示画面において前記電子ペンによる前記指示位置に基づく表示像の表示色、表示態様
または表示形式などの表示属性に関する情報であり、
　前記処理装置部は、前記所定の情報に基づいて、前記電子ペンによる前記指示位置に基
づく表示像を前記表示属性で表示する
　ことを特徴とする請求項２８に記載の情報処理装置。
【請求項３０】
　前記所定の情報は、前記タグ情報に対応付けられて前記サーバ装置に記憶されている文
書フォーマットに関するものであって、前記位置検出装置部で検出される全領域範囲内に
おいて予め設定されている部分領域範囲毎に対応して規定されている属性情報を含むもの
であり、
　前記処理装置部は、前記検出した前記電子ペンによる前記指示位置の情報のそれぞれが
、何れの前記属性情報に対応する領域範囲内であるかを判断する処理を含む
　ことを特徴とする請求項２６に記載の情報処理装置。
【請求項３１】
　請求項２５に記載の情報処理装置において、
　前記電子ペンは、自電子ペンを識別するための第１の識別情報を記憶する記憶部を備え
ていて、前記第１の識別情報をも、前記送信部から前記位置検出装置部のセンサ部に送信
し、
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　前記処理装置部は、前記位置検出装置部から受け取った前記第１の識別情報をも用いた
処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第１の識別情報を前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし
、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ装置から送られてくる認証処理結果を報知するよ
うにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３３】
　請求項３１に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第１の識別情報と前記検出した前記指示位置の情報とを対応付
けて前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ
装置から送られてくる認証処理結果を報知するようにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３４】
　請求項２５に記載の情報処理装置において、
　前記位置検出装置部は、自装置部を識別するための第２の識別情報を記憶する記憶部を
備えており、
　前記処理装置部は、前記第２の識別情報をも用いた処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３５】
　請求項３４に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第２の識別情報を前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし
、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ装置から送られてくる認証処理結果を報知するよ
うにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３６】
　請求項３４に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第２の識別情報と前記検出した前記指示位置の情報とを対応付
けて前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ
装置から送られてくる認証処理結果を報知するようにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３７】
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　第１の電子タグ発信器から送信される第１のタグ情報を受信する第１の受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記第１の受信部で受信した前記第１のタグ情報とを前
記位置検出装置部に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　第２の電子タグ発信器から送信される前記第１のタグ情報とは異なる第２のタグ情報を
受信する第２の受信部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を通じて受信した前記第１
のタグ情報と、前記第２の受信部で受信した前記第２のタグ情報とを対応付けて前記処理
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装置部に供給する供給部と、
　を備え、
　前記処理装置部は、
　前記第１のタグ情報及び前記第２のタグ情報を所定のサーバ装置に送信することで、前
記サーバ装置から前記第１のタグ情報及び前記第２のタグ情報のそれぞれに対応する所定
の情報、あるいは、前記第１のタグ情報及び前記第２のタグ情報に対応する所定の情報を
取得し、前記検出した前記指示位置の情報を、前記取得した前記所定の情報を用いて処理
する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３８】
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　第１の電子タグ発信器から送信される第１のタグ情報を受信する第１の受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記第１の受信部で受信した前記第１のタグ情報とを前
記位置検出装置部に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　第２の電子タグ発信器から送信される前記第１のタグ情報とは異なる第２のタグ情報を
受信する第２の受信部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を通じて受信した前記第１
のタグ情報と、前記第２の受信部で受信した前記第２のタグ情報とを対応付けて前記処理
装置部に供給する供給部と、
　を備え、
　前記処理装置部は、
　前記第１のタグ情報及び／または前記第２のタグ情報を所定のサーバ装置に送信するこ
とで前記第１のタグ情報及び／または前記第２のタグ情報に対応するアプリケーションプ
ログラムを取得して起動し、あるいは、既にインストールされている前記第１のタグ情報
及び／または前記第２のタグ情報に対応するアプリケーションプログラムを前記第１のタ
グ情報及び／または前記第２のタグ情報の取得に基づいて起動し、
　前記起動した前記アプリケーションプログラムにより、前記検出した前記指示位置の情
報についての処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３９】
　前記処理装置部は、
　前記アプリケーションプログラムを取得するために前記第１のタグ情報と前記第２のタ
グ情報の一方を前記サーバ装置に送信した場合には、前記第１のタグ情報と前記第２のタ
グ情報の他方を所定のサーバ装置に送信することで、前記サーバ装置から前記第１のタグ
情報と前記第２のタグ情報の他方に対応する所定の情報を取得し、
　前記起動した前記アプリケーションプログラムにより、前記取得した前記所定の情報を
用いた処理を実行する
　ことを特徴とする請求項３８に記載の情報処理装置。
【請求項４０】
　前記処理装置部は、
　前記第１のタグ情報及び前記第２のタグ情報を所定のサーバ装置に送信することで、前
記サーバ装置から前記第１のタグ情報及び前記第２のタグ情報に対応する所定の情報を取
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得し、
　前記起動した前記アプリケーションプログラムにより、前記取得した前記所定の情報を
用いた処理を実行する
　ことを特徴とする請求項３８に記載の情報処理装置。
【請求項４１】
　前記所定の情報は、前記第１の電子タグ発信器及び／または前記第２の電子タグ発信器
の設置位置に関連した情報である
　ことを特徴とする請求項３９または請求項４０に記載の情報処理装置。
【請求項４２】
　表示画面を備える表示部を有し、
　前記処理装置部は、前記検出した前記指示位置の情報を前記取得した前記所定の情報を
用いて処理し、当該処理の結果に基づいて表示情報を生成し、生成した前記表示情報を前
記表示画面に表示する
　ことを特徴とする請求項３９または請求項４０に記載の情報処理装置。
【請求項４３】
　前記所定の情報は、前記サーバ装置に前記第１のタグ情報及び／または前記第２のタグ
情報に対応付けられて記憶されている前記表示画面において前記電子ペンによる前記指示
位置に基づく表示像の表示色、表示態様または表示形式などの表示属性に関する情報であ
り、
　前記処理装置部は、前記所定の情報に基づいて、前記電子ペンによる前記指示位置に基
づく表示像を前記表示属性で表示する
　ことを特徴とする請求項４２に記載の情報処理装置。
【請求項４４】
　前記所定の情報は、前記第１のタグ情報及び／または前記第２のタグ情報に対応付けら
れて前記サーバ装置に記憶されている文書フォーマットに関するものであって、前記位置
検出装置部で検出される全領域範囲内において予め設定されている部分領域範囲毎に対応
して規定されている属性情報を含むものであり、
　前記処理装置部は、前記検出した前記電子ペンによる前記指示位置の情報のそれぞれが
、何れの前記属性情報に対応する領域範囲内であるかを判断する処理を含む
　ことを特徴とする請求項３９または請求項４０に記載の情報処理装置。
【請求項４５】
　請求項３８に記載の情報処理装置において、
　前記電子ペンは、自電子ペンを識別するための第１の識別情報を記憶する記憶部を備え
ていて、前記第１の識別情報をも、前記送信部から前記位置検出装置部のセンサ部に送信
し、
　前記処理装置部は、前記位置検出装置部から受け取った前記第１の識別情報をも用いた
処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４６】
　請求項４５に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第１の識別情報を前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし
、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ装置から送られてくる認証処理結果を報知するよ
うにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４７】
　請求項４５に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第１の識別情報と前記検出した前記指示位置の情報とを対応付
けて前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ
装置から送られてくる認証処理結果を報知するようにする
　ことを特徴とする情報処理装置。



(11) JP 6261153 B1 2018.1.17

10

20

30

40

50

【請求項４８】
　請求項３８に記載の情報処理装置において、
　前記位置検出装置部は、自装置部を識別するための第２の識別情報を記憶する記憶部を
備えており、
　前記処理装置部は、前記第２の識別情報をも用いた処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４９】
　請求項４８に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第２の識別情報を前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし
、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ装置から送られてくる認証処理結果を報知するよ
うにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項５０】
　請求項４８に記載の情報処理装置において、
　前記処理装置部は、前記第２の識別情報と前記検出した前記指示位置の情報とを対応付
けて前記サーバ装置に送信して認証処理依頼をし、前記認証処理依頼に応じて前記サーバ
装置から送られてくる認証処理結果を報知するようにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電子ペンと、この電子ペンにより指示入力された位置を検出する位置検出
装置と、電子ペンと位置検出装置部とを備える情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タブレットＰＣやパッド型端末、スマートフォンなどの携帯端末は、どこへでも簡単に
持ち歩けて、種々の場所で使用されるようになっている。この種の携帯端末の入力装置と
して、電子ペンと位置検出装置とからなるものが最近は賞用されている。位置検出装置は
、携帯端末に組み込まれ、電子ペンは付属部品とされている。電子ペンと位置検出装置と
の間の結合方式には、電磁誘導結合方式や静電容量結合方式など、種々のものがあり、表
示されている画像中の所定の位置を指示する用途のほか、文字入力やお絵かき入力など、
種々の入力用途に電子ペンが利用されている。
【０００３】
　ところで、例えばデジタルカメラにおいては、撮影した画像情報に、その撮影した場所
などをＥｘｉｆ（Exchangeable image file format）情報として付加して記憶することが
従来から提案されている。撮影場所の情報としては、一般的にはＧＰＳ（Global　Positi
oning　System）測位された絶対位置の位置情報が用いられる。位置検出装置のセンサ部
上で電子ペンにより指示入力されたセンサ部上の指示位置の情報（座標情報）にも、当該
電子ペンにより指示入力がなされる場所の情報に関連して保存されると、どこで入力され
た指示位置の情報であるかが分かり、便利である。
【０００４】
　例えば特許文献１（特開２０１０－２５７４７０号公報）には、電子ペンにより記入さ
れた報告内容のデジタルデータと、当該デジタルデータを送信する携帯端末の位置情報を
取得して分析することで、報告内容の正当性を検証するシステムが開示されている。すな
わち、特許文献１のシステムの場合、報告情報が記入されて送信される予定の所在地に関
する所在地情報を記憶する記憶手段がサーバに設けられており、サーバは、この記憶手段
に記憶されている予定の所在地に関する所在地情報と、携帯端末から送られてくる位置情
報とを比較することにより、報告内容の正当性を検証するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２５７４７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上述した特許文献１のシステムの場合、予め、報告情報が記入されて送信さ
れる予定の所在地に関する所在地情報を記憶手段に記憶しておく必要があるが、この所在
地情報としては、ＧＰＳ測位により求められた絶対位置の情報とされている。
【０００７】
　このため、ＧＰＳ電波を受信することができない屋内の場所では、携帯端末では位置情
報を取得することができないという問題がある。
【０００８】
　また、サーバが、記憶手段に記憶されている予定の所在地に関する所在地情報と、携帯
端末から送られてくる位置情報とを比較するという処理を行う場合、実際的には、携帯端
末から送られてくる位置情報が、記憶手段に記憶されている所在地情報を中心とした所定
の範囲にあるか否かを判定するようにする。この場合に、携帯端末でＧＰＳ測位された位
置情報には、一般的に誤差があり、そのような誤差のために、比較結果の信頼性が低下す
るという問題がある。
【０００９】
　また、報告情報が記入されて送信される予定の所在地が移転した場合には、サーバの記
憶手段に記憶されている所在地情報を登録し直さなければないという問題がある。さらに
、報告情報が記入されて送信される予定の所在地が、例えば営業車の車内などの移動体内
である場合には、記憶手段に予定の所在地を記憶することは実質上不可能であり、適用で
きないという問題がある。
【００１０】
　また、上述の特許文献１のシステムの場合、記入情報が不正であるか否かを、記入され
た場所の位置情報が、記入予定地であるか否かにより判断するようにするものであり、電
子ペンにより記入された情報（電子ペンによる指示情報）について、場所に応じた処理を
行うものではない。しかし、電子ペンによる指示情報が、その指示情報が入力された場所
に応じて処理されたり、その場所に関連する事柄に応じて処理されたりするならば、電子
ペンによる指示情報について、場所自身や、その場所に関連する事柄に応じた、種々の表
現態様や、利用態様が可能となり、便利である。
【００１１】
　この発明は、以上の問題点を解決することができるようにした電子ペン及び位置検出装
置を提供することを目的とする。
【００１２】
　また、この発明は、上記の問題点を解決することができると共に、指示情報が入力され
た場所自身や、その場所に関連する事柄に応じた処理を可能とした情報処理装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記の課題を解決するために、請求項１の発明は、
　電子タグ発信器から送信される第１の識別情報を受信する受信部と、
　位置検出装置に対して、前記位置検出装置のセンサ部における指示位置を検出させるた
めの位置検出用信号を送信する送信部と、
　前記受信部で前記第１の識別情報を受信したときに、前記送信部から、前記位置検出用
信号と共に、前記第１の識別情報を前記位置検出装置に送信するように制御する制御部と
　を備え、
　前記制御部は、前記電子タグ発信器からの前記タグ情報を前記受信部で受信することが
可能な領域範囲に入ったか、及び前記領域範囲から離脱したか否かを判断する判断機能を
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備え、前記タグ情報を前記受信部で受信することが可能な領域範囲内であると判断したと
きには、前記位置検出用信号と共に、前記タグ情報を前記送信部から前記位置検出装置に
送信するように制御する
　ことを特徴とする電子ペンを提供する。
【００１４】
　上述の構成の請求項１の発明による電子ペンによれば、電子タグ発信器から送信される
第１の識別情報を位置検出用信号と共に位置検出装置に送信する。したがって、請求項１
の電子ペンによれば、位置検出装置において、位置検出用信号に基づいて検出した電子ペ
ンの指示位置の情報を、第１の識別情報と対応付けさせるようにすることができる。
【００１５】
　この場合に、請求項１の発明によれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報
に対応付けて記録したい場所に電子タグ発信器を設置すれば、電子ペンの指示位置の情報
を、第１の識別情報と対応付けることができる。
【００１６】
　したがって、例えば、電子タグ発信器を、病院において患者ごとに設けるようにすれば
、患者が病室を変わった場合には、電子タグ発信器をも移動させることにより、常に患者
に対応した電子ペンの指示位置（患者に関する医師の所見など記入情報など）の情報を対
応付けることができる。また、電子タグ発信器を、移動体である特定の自動車に設置すれ
ば、その設置された自動車の移動に関係なく、当該特定の自動車内でなされた電子ペンの
指示位置の情報は、その特定の自動車に対応する第１の識別情報と対応付けることができ
る。
【００１７】
　また、請求項３の発明は、
　電子ペンから送信される、電子タグ発信器からの第１の識別情報と位置検出用信号とを
含む信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンか
らの前記第１の識別情報と対応付けて第１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置を提供する。
【００１８】
　また、請求項５の発明は、
　電子ペンから送信される、電子タグ発信器からの第１の識別情報と位置検出用信号とを
含む信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンか
らの前記第１の識別情報と対応付けて送出する送出部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置を提供する。
【００１９】
　請求項３及び請求項５の発明の位置検出装置によれば、センサ部で、電子ペンからの第
１の識別情報と位置検出用信号とを受ける。そして、請求項４の位置検出装置においては
、センサ部で電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として電子ペンによる指示位
置を検出部で検出し、その検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報と対応
付けて第１の記憶部に記憶することができる。また、請求項７の位置検出装置においては
、検出部で検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報と対応付けて、例えば
パソコンなどの外部装置に送出することができる。
【００２０】
　すなわち、請求項４及び請求項７によれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別
情報に対応付けしたい場所に電子タグ発信器を設置し、位置検出装置で受信することがで
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きるようにすれば、位置検出用信号に基づいて検出した電子ペンの指示位置の情報を、第
１の識別情報と対応付けて記憶したり、外部に送出したりすることができる。
【００２１】
　また請求項７の発明は、
　電子タグ発信器から送信される第１の識別情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記第１の識別情報と対
応付けて第１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置を提供する。
【００２２】
　また、請求項１０の発明は、
　電子タグ発信器から送信される第１の識別情報を受信する第１の受信部と、
　電子ペンからの信号を受信するセンサ部と、
　前記センサ部で前記電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペン
による指示位置を検出する検出部と、
　前記検出した指示位置の情報を、前記第１の受信部で受信した前記第１の識別情報と対
応付けて送出する送出部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置を提供する。
【００２３】
　請求項７及び請求項１０の発明の位置検出装置によれば、第１の受信部で、第１の識別
情報を受信すると共に、電子ペンからの位置検出用信号をセンサ部で受ける。そして、請
求項７の位置検出装置においては、検出部で、センサ部で電子ペンからの位置検出用信号
を受信した位置として電子ペンによる指示位置を検出し、その検出した電子ペンの指示位
置の情報を、第１の受信部で受信した第１の識別情報と対応付けて第１の記憶部に記憶す
ることができる。また、請求項１０の位置検出装置においては、検出部で検出した電子ペ
ンの指示位置の情報を、第１の受信部で受信した第１の識別情報と対応付けて、例えばパ
ソコンなどの外部装置に送出することができる。
【００２４】
　すなわち、請求項７及び請求項１０によれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識
別情報に対応付けしたい場所に電子タグ発信器を設置し、位置検出装置で受信することが
できるようにすれば、位置検出用信号に基づいて検出した電子ペンの指示位置の情報を、
第１の識別情報と対応付けて記憶したり、外部に送出したりすることができる。
【００２５】
　また、請求項１３の発明は、
　電子ペンから送信される、第１の電子タグ発信器からの第１の識別情報と位置検出用信
号とを含む信号を受信するセンサ部と、
　第２の電子タグ発信器から送信される前記第１の識別情報とは異なる第２の識別情報を
受信する第１の受信部と、
　前記センサ部で電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペンによ
る指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンからの
前記第１の識別情報と前記第１の受信部で受信した前記第２の識別情報とに対応付けて第
１の記憶部に記憶する記憶処理部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置を提供する。
【００２６】
　また、請求項１７の発明は、
　電子ペンから送信される、第１の電子タグ発信器からの第１の識別情報と位置検出用信
号とを含む信号を受信するセンサ部と、
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　前記第１の電子タグ発信器とは異なる第２の電子タグ発信器から送信される第２の識別
情報を受信する第１の受信部と、
　前記センサ部で電子ペンからの位置検出用信号を受信した位置として前記電子ペンによ
る指示位置を検出する検出部と、
　前記検出部で検出した指示位置の情報を、前記センサ部で受信した前記電子ペンからの
前記第１の識別情報と前記第１の受信部で受信した前記第２の識別情報とに対応付けて送
出する送出部と、
　を備えることを特徴とする位置検出装置を提供する。
【００２７】
　請求項１３及び請求項１７の発明の位置検出装置によれば、センサ部で、電子ペンから
の第１の識別情報と位置検出用信号とを受けると共に、第１の受信部で、第２の識別情報
を受信する。そして、請求項１３の位置検出装置においては、検出部で、センサ部で電子
ペンからの位置検出用信号を受信した位置として電子ペンによる指示位置を検出し、その
検出した電子ペンの指示位置の情報を、センサ部で受信した第１の識別情報と、第１の受
信部で受信した第２の識別情報とに対応付けて第１の記憶部に記憶することができる。ま
た、請求項１７の位置検出装置においては、検出部で検出した電子ペンの指示位置の情報
を、センサ部で受信した第１の識別情報と第１の受信部で受信した第２の識別情報とに対
応付けて、例えばパソコンなどの外部装置に送出することができる。
【００２８】
　すなわち、請求項１３及び請求項１７によれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の
識別情報及び第２の識別情報に対応付けしたい場所に第１及び第２の電子タグ発信器を設
置し、電子ペン及び位置検出装置で受信することができるようにすれば、位置検出用信号
に基づいて検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報及び第２の識別情報と
対応付けて記憶したり、外部に送出したりすることができる。
【００２９】
　上記の課題を解決するために、請求項２３の発明は、
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　電子タグ発信器から送信される第１の識別情報を受信する受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記受信部で受信した前記第１の識別情報とを前記位置
検出装置部に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出すると共に、検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を
通じて受信した前記第１の識別情報とを対応付けて前記処理装置部に供給し、
　前記処理装置部は、
　前記第１の識別情報を所定のサーバ装置に送信することで、前記サーバ装置から前記第
１の識別情報に対応する所定の情報を取得し、前記検出した前記指示位置の情報を、前記
取得した前記所定の情報を用いて処理し、
　前記所定の情報は、前記電子タグ発信器の設置位置に関連した情報である
　ことを特徴とする情報処理装置を提供する。
【００３０】
　また、請求項２５の発明は、
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
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　前記電子ペンは、
　電子タグ発信器から送信される第１の識別情報を受信する受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記受信部で受信した前記第１の識別情報とを前記位置
検出装置部に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出すると共に、検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を
通じて受信した前記第１の識別情報とを対応付けて前記処理装置部に供給し、
　前記処理装置部は、
　前記第１の識別情報を所定のサーバ装置に送信することで前記第１の識別情報に対応す
るアプリケーションプログラムを取得して起動し、あるいは、既にインストールされてい
る前記第１の識別情報に対応するアプリケーションプログラムを前記第１の識別情報の取
得に基づいて起動し、
　前記起動した前記アプリケーションプログラムにより、前記検出した前記指示位置の情
報についての処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置を提供する。
【００３１】
　上述の構成の請求項２３及び請求項２５の発明においては、電子ペンは、電子タグ発信
器から送信される第１の識別情報を位置検出用信号と共に位置検出装置部に送信する。そ
して、位置検出装置部は、電信ペンからの位置検出用信号に基づいて検出した電子ペンの
指示位置の情報を、第１の識別情報と対応付けて処理装置部に供給する。
【００３２】
　そして、請求項２３の発明の処理装置部は、受け取った第１の識別情報を所定のサーバ
装置に送信することで、サーバ装置から第１の識別情報に対応する所定の情報を取得し、
その取得した所定の情報を用いて、検出部で検出した電子ペンによる指示位置の情報を処
理する。
【００３３】
　また、請求項２５の発明の処理装置部は、受け取った第１の識別情報を所定のサーバ装
置に送信することで第１の識別情報に対応するアプリケーションプログラムを取得し、そ
の取得したアプリケーションプログラムを起動し、あるいは、既にインストールされてい
る第１の識別情報に対応するアプリケーションプログラムを第１の識別情報の取得に基づ
いて起動し、その起動した前記アプリケーションプログラムにより、検出した電子ペンに
よる指示位置の情報についての処理を実行する。
【００３４】
　この場合に、請求項２３の発明によれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情
報に対応付けて記録したい場所に電子タグ発信器を設置すれば、電子ペンの指示位置の情
報を、第１の識別情報と対応付けることができる。
【００３５】
　したがって、例えば、電子タグ発信器を、病院において患者ごとに設けるようにすれば
、患者が病室を変わった場合には、電子タグ発信器をも移動させることにより、常に患者
に対応した電子ペンの指示位置の情報を対応付けることができる。また、電子タグ発信器
を、移動体である特定の自動車に設置すれば、その設置された自動車の移動に関係なく、
当該特定の自動車内でなされた電子ペンの指示位置の情報は、その特定の自動車に対応す
る第１の識別情報と対応付けることができる。
【００３６】
　そして、請求項２３の発明によれば、処理装置部は、第１の識別情報に対応する所定の
情報として、例えば、電子ペンの指示位置の情報に基づくて文字などの表示色または表示
態様をサーバ装置から取得して、その取得した所定の情報に応じた表示色または表示態様
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で表示することが可能となる。
【００３７】
　また、請求項２５の発明によれば、処理装置部は、第１の識別情報に対応するアプリケ
ーションプログラムを起動して、電子ペンの指示位置の情報について、そのアプリケーシ
ョンプログラムに応じた処理を行うことできる。
【００４１】
　また、請求項３７の発明は、
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　第１の電子タグ発信器から送信される第１の識別情報を受信する第１の受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記第１の受信部で受信した前記第１の識別情報とを前
記位置検出装置に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　第２の電子タグ発信器から送信される前記第１の識別情報とは異なる第２の識別情報を
受信する第２の受信部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を通じて受信した前記第１
の識別情報と、前記第２の受信部で受信した前記第２の識別情報とを対応付けて前記処理
装置部に供給する供給部と、
　を備え、
　前記処理装置部は、
　前記第１の識別情報及び前記第２の識別情報を所定のサーバ装置に送信することで、前
記サーバ装置から前記第１の識別情報及び前記第２の識別情報のそれぞれに対応する所定
の情報、あるいは、前記第１の識別情報及び前記第２の識別情報に対応する所定の情報を
取得し、前記検出した前記指示位置の情報を、前記取得した前記所定の情報を用いて処理
する
　ことを特徴とする情報処理装置を提供する。
【００４２】
　さらに、請求項３８の発明は、
　電子ペンと、前記電子ペンによる指示位置を検出する位置検出装置部と、前記位置検出
装置部で検出された前記電子ペンによる指示位置の情報を処理する処理装置部とを備える
情報処理装置であって、
　前記電子ペンは、
　第１の電子タグ発信器から送信される第１の識別情報を受信する第１の受信部と、
　前記位置検出装置部に対して、前記位置検出装置部のセンサ部における指示位置を検出
させるための位置検出用信号と、前記第１の受信部で受信した前記第１の識別情報とを前
記位置検出装置に送信する送信部と、
　を備え、
　前記位置検出装置部は、
　前記センサ部で前記電子ペンからの前記位置検出用信号を受信した位置として前記電子
ペンによる指示位置を検出する検出部と、
　第２の電子タグ発信器から送信される前記第１の識別情報とは異なる第２の識別情報を
受信する第２の受信部と、
　前記検出部で検出した前記指示位置の情報と、前記センサ部を通じて受信した前記第１
の識別情報と、前記第２の受信部で受信した前記第２の識別情報とを対応付けて前記処理
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装置部に供給する供給部と、
　を備え、
　前記処理装置部は、
　前記第１の識別情報及び／または前記第２の識別情報を所定のサーバ装置に送信するこ
とで前記第１の識別情報及び／または前記第２の識別情報に対応するアプリケーションプ
ログラムを取得して起動し、あるいは、既にインストールされている前記第１の識別情報
及び／または前記第２の識別情報に対応するアプリケーションプログラムを前記第１の識
別情報及び／または前記第２の識別情報の取得に基づいて起動し、
　前記起動した前記アプリケーションプログラムにより、前記検出した前記指示位置の情
報についての処理を実行する
　ことを特徴とする情報処理装置を提供する。
【００４３】
　上述の構成の請求項３７及び請求項３８の発明においては、電子ペンは、第１の電子タ
グ発信器から送信される第１の識別情報を位置検出用信号と共に位置検出装置部に送信す
る。また、位置検出装置部は、第２の電子タグ発信器から送信される第２の識別情報を第
１の受信部で受信する。そして、位置検出装置部は、電信ペンからの位置検出用信号に基
づいて検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報及び第２の識別情報に対応
付けて処理装置部に供給する。
【００４４】
　そして、請求項３７の発明の処理装置部は、受け取った第１の識別情報及び第２の識別
情報を所定のサーバ装置に送信することで、サーバ装置から第１の識別情報及び第２の識
別情報のそれぞれに対応する所定の情報、あるいは、第１の識別情報及び第２の識別情報
に対応する所定の情報を取得し、その取得した所定の情報を用いて、検出部で検出した電
子ペンによる指示位置の情報を処理する。
【００４５】
　また、請求項３８の発明の処理装置部は、受け取った第１の識別情報及び／または第２
の識別情報を所定のサーバ装置に送信することで第１の識別情報及び／または第２の識別
情報に対応するアプリケーションプログラムを取得し、その取得したアプリケーションプ
ログラムを起動し、あるいは、既にインストールされている第１の識別情報及び／または
第２の識別情報に対応するアプリケーションプログラムを第１の識別情報及び／または第
２の識別情報の取得に基づいて起動し、その起動した前記アプリケーションプログラムに
より、検出した電子ペンによる指示位置の情報についての処理を実行する。
【００４６】
　請求項３７の発明によれば、処理装置部は、第１の識別情報及び第２の識別情報のそれ
ぞれに対応する所定の情報、あるいは、第１の識別情報及び第２の識別情報に対応する所
定の情報をサーバ装置から取得して、その取得した所定の情報に応じた処理をすることが
可能となる。
【００４７】
　また、請求項３８の発明によれば、処理装置部は、第１の識別情報及び／または第２の
識別情報に対応するアプリケーションプログラムを起動して、電子ペンの指示位置の情報
について、そのアプリケーションプログラムに応じた処理を行うことできる。
【発明の効果】
【００４８】
　請求項１の発明による電子ペンによれば、電子タグ発信器から送信される第１の識別情
報を位置検出用信号と共に位置検出装置に送信するので、位置検出装置において、位置検
出用信号に基づいて検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報と対応付けさ
せるようにすることができる。
【００４９】
　請求項３及び請求項５の発明の位置検出装置によれば、センサ部で、電子ペンからの第
１の識別情報と位置検出用信号とを受けるので、請求項３の位置検出装置においては、検
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出部で検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報と対応付けて第１の記憶部
に記憶することができ、請求項５の位置検出装置においては、検出部で検出した電子ペン
の指示位置の情報を、第１の識別情報と対応付けて、例えばパソコンなどの外部装置に送
出することができる。
【００５０】
　請求項７及び請求項１０の発明の位置検出装置によれば、第１の受信部で、第１の識別
情報を受信すると共に、電子ペンからの位置検出用信号をセンサ部で受けるので、請求項
７の位置検出装置においては、検出部で検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の受
信部で受信した第１の識別情報と対応付けて第１の記憶部に記憶することができ、請求項
１０の位置検出装置においては、検出部で検出した電子ペンの指示位置の情報を、第１の
受信部で受信した第１の識別情報と対応付けて、例えばパソコンなどの外部装置に送出す
ることができる。
【００５１】
　この場合に、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報に対応付けて記録したい場
所に電子タグ発信器を設置すれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報と対応
付けることができるので、電子ペンの指示位置の情報の入力場所の位置情報（ＧＰＳ測位
された位置情報など）と対応付ける必要がなく、便利である。そして、第１の識別情報に
対応して、電子ペンの指示位置の情報を処理するための情報や、処理機能を用意するだけ
で、電子ペンの指示位置の情報についての所望の処理が可能となり、便利である。
【００５２】
　請求項１３及び請求項１７の発明の位置検出装置によれば、センサ部で、電子ペンから
の第１の識別情報と位置検出用信号とを受けると共に、第１の受信部で、第２の識別情報
を受信するので、請求項１３の位置検出装置においては、検出部で検出した電子ペンの指
示位置の情報を、センサ部で受信した第１の識別情報と、第１の受信部で受信した第２の
識別情報とに対応付けて第１の記憶部に記憶することができ、請求項１７の位置検出装置
においては、検出部で検出した電子ペンの指示位置の情報を、センサ部で受信した第１の
識別情報と第１の受信部で受信した第２の識別情報とに対応付けて、例えばパソコンなど
の外部装置に送出することができる。
【００５３】
　この場合に、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報に対応付けて記録したい場
所に第１の電子タグ発信器を設置し、また、第２の電子タグ発信器を位置検出装置に送出
したい場所に設置すれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報及び第２の識別
情報と対応付けることができるので、電子ペンの指示位置の情報の入力場所や位置検出装
置の所在場所の位置情報と対応付ける必要がなく、便利である。そして、第１の識別情報
及び第２の識別情報に対応して、電子ペンの指示位置の情報を処理するための情報や、処
理機能を用意するだけで、電子ペンの指示位置の情報についての所望の処理が可能となり
、便利である。
【００５４】
　また、請求項２３の発明によれば、処理装置部は、第１の識別情報に対応する所定の情
報をサーバ装置から取得して、その取得した所定の情報に応じた処理をすることが可能と
なる。
【００５５】
　また、請求項２５の発明によれば、処理装置部は、第１の識別情報に対応するアプリケ
ーションプログラムを起動して、電子ペンの指示位置の情報について、そのアプリケーシ
ョンプログラムに応じた処理を行うことできる。
【００５６】
　この場合に、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報に対応付けて記録したい場
所に電子タグ発信器を設置すれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報と対応
付けることができるので、電子ペンの指示位置の情報の入力場所の位置情報（ＧＰＳ測位
された位置情報など）と対応付ける必要がなく、便利である。そして、第１の識別情報に
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対応して、サーバ装置に電子ペンの指示位置の情報を処理するための情報や、処理機能の
アプリケーションプログラムを用意するだけで、電子ペンの指示位置の情報についての所
望の処理が可能となり、便利である。
【００５７】
　また、請求項３７及び請求項３８の発明によれば、位置検出装置部のセンサ部で、電子
ペンからの第１の識別情報と位置検出用信号とを受けると共に、第１の受信部で、第２の
識別情報を受信する。したがって、請求項３７の位置検出装置部においては、検出部で検
出した電子ペンの指示位置の情報を、センサ部で受信した第１の識別情報と、第１の受信
部で受信した第２の識別情報とに対応付けて処理装置部に供給することができ、請求項３
８の位置検出装置部においては、検出部で検出した電子ペンの指示位置の情報を、センサ
部で受信した第１の識別情報と第１の受信部で受信した第２の識別情報とに対応付けて処
理装置部に送出することができる。
 
【００５８】
　この場合に、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報に対応付けて記録したい場
所に第１の電子タグ発信器を設置し、また、第２の電子タグ発信器を位置検出装置に送出
したい場所に設置すれば、電子ペンの指示位置の情報を、第１の識別情報及び第２の識別
情報と対応付けることができるので、電子ペンの指示位置の情報の入力場所や位置検出装
置の所在場所の位置情報と対応付ける必要がなく、便利である。そして、第１の識別情報
及び第２の識別情報に対応して、電子ペンの指示位置の情報を処理するための情報や、処
理機能を用意するだけで、電子ペンの指示位置の情報についての所望の処理が可能となり
、便利である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】この発明による電子ペン、位置検出装置、及び情報処理装置の第１の実施形態を
含む情報処理システムの一例の概要を示す図である。
【図２】図１の例の情報処理システムにおける、この発明による電子ペン、位置検出装置
、及び情報処理装置の第１の実施形態の利用態様を説明するための図である。
【図３】図１の例の情報処理システムにおける、この発明による電子ペン、位置検出装置
、及び情報処理装置の第１の実施形態の利用態様を説明するための図である。
【図４】図１の例の情報処理システムの一部を構成するサーバ装置の記憶部の記憶内容を
説明するための図である。
【図５】図１の例の情報処理システムの一部を構成するサーバ装置の記憶部の記憶内容を
説明するための図である。
【図６】図１の例の情報処理システムにおける、この発明による電子ペン、位置検出装置
、及び情報処理装置の第１の実施形態の利用態様を説明するための図である。
【図７】この発明による電子ペン及び位置検出装置の第１の実施形態のハードウェア構成
例を説明するための図である。
【図８】この発明による位置検出装置の第１の実施形態のハードウェア構成例を説明する
ための図である。
【図９】この発明による電子ペン及び位置検出装置の第１の実施形態の電子回路構成例を
説明するための図である。
【図１０】図１の例の情報処理システムの一部を構成するサーバ装置のハードウエア構成
例を説明するための図である。
【図１１】この発明による電子ペンの第１の実施形態の処理動作例を説明するためのフロ
ーチャートを示す図である。
【図１２】この発明による位置検出装置の第１の実施形態の処理動作例を説明するための
フローチャートを示す図である。
【図１３】この発明による情報処理装置の第１の実施形態の要部の処理動作例を説明する
ためのフローチャートを示す図である。
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【図１４】図１の例の情報処理システムの一部を構成するサーバ装置の処理動作例を説明
するためのフローチャートを示す図である。
【図１５】この発明による電子ペン及び位置検出装置の第２の実施形態を説明するための
図である。
【図１６】この発明による電子ペン及び位置検出装置の第１の実施形態の電子回路構成例
を説明するための図である。
【図１７】この発明による位置検出装置の第２の実施形態の処理動作例を説明するための
フローチャートを示す図である。
【図１８】この発明による電子ペン及び位置検出装置の第３の実施形態を説明するための
図である。
【図１９】この発明による位置検出装置の第３の実施形態の処理動作例を説明するための
フローチャートを示す図である。
【図２０】この発明による電子ペン、位置検出装置、及び情報処理装置の第４の実施形態
を含む情報処理システムの一例の概要を示す図である。
【図２１】図２０の例の情報処理システムにおける、この発明による電子ペン、位置検出
装置、及び情報処理装置の第４の実施形態の利用態様を説明するための図である。
【図２２】図２０の例の情報処理システムにおける、この発明による電子ペン、位置検出
装置、及び情報処理装置の第４の実施形態の利用態様を説明するための図である。
【図２３】図２０の例の情報処理システムの一部を構成するサーバ装置の記憶部の記憶内
容を説明するための図である。
【図２４】図２０の例の情報処理システムの一部を構成するサーバ装置の記憶部の記憶内
容を説明するための図である。
【図２５】図２０の例の情報処理システムの一部を構成するサーバ装置の記憶部の記憶内
容を説明するための図である。
【図２６】図２０の例の情報処理システムにおける、この発明による電子ペン、位置検出
装置、及び情報処理装置の第４の実施形態の処理動作の流れを説明するためのシーケンス
図である。
【図２７】この発明による電子ペン及び位置検出装置の他の構成例を説明するための図で
ある。
【図２８】この発明による電子ペン及び位置検出装置の他の構成例を説明するための図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　以下、この発明による電子ペン及び位置検出装置のいくつかの実施形態を、図を参照し
ながら説明する。
【００６１】
　［第１の実施形態］
　図１は、この発明による電子ペン及び位置検出装置の第１の実施形態を含む情報処理シ
ステムの概要を示す図である。この図１を参照して、この例の情報処理システムの構成の
概要を説明する。
【００６２】
　図１に示すように、この例の情報処理システムは、電子ペン１と、この電子ペン１によ
る指示入力を受け付ける位置検出装置を備えるタブレット端末２と、タブレット端末２と
無線接続するパーソナルコンピュータ（以下、パソコンと略称する）３と、パソコン３と
通信ネットワーク４を通じて接続されるサーバ装置５と、電子タグ発信器６とからなる。
【００６３】
　電子タグ発信器６は、通信可能範囲が例えば１０メートル程度の近距離無線通信規格、
例えばブルートゥース（登録商標）規格の無線通信手段を備え、固有の識別情報、例えば
ＵＵＩＤ（Universal　Unique　Identification）と呼ばれる識別情報を含むタグ情報を
無線送出する。なお、この明細書における電子タグ発信器６は、いわゆるビーコン（ｉビ
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ーコン）端末に相当するものと同様のものである。
【００６４】
　情報処理システムは、図１の例のように、１個の電子タグ発信器６のみを備えるように
構成してもよいが、この第１の実施形態の情報処理システムにおいては、互いに異なる固
有の識別情報を、それぞれのタグ情報として送出する複数個の電子タグ発信器６を含むよ
うに構成されている。なお、この第１の実施形態では、複数個の電子タグ発信器６のそれ
ぞれは、互いの無線通信範囲が重ならない別々の設置場所に置かれる。
【００６５】
　サーバ装置５には、複数個の電子タグ発信器６のそれぞれのタグ情報（固有の識別情報
）に対応付けられて、パソコン３における処理で用いられる所定の情報が予め記憶されて
いる。
【００６６】
　この第１の実施形態では、電子ペン１とタブレット端末２とパソコン３とにより情報処
理装置７が構成され、タブレット端末２は、情報処理装置７の位置検出装置部を構成し、
パソコン３は、処理装置部を構成し、電子ペン１は電子タグ発信器６からのタグ情報を受
信する機能を備える。
【００６７】
　すなわち、この第１の実施形態においては、電子ペン１は、電子タグ発信器６からのタ
グ情報を受信するように、ブルートゥース（登録商標）規格の無線通信手段を備える。そ
して、この実施形態では、電子ペン１は、タブレット端末２のセンサ部に対しては、電磁
誘導授受方式（ＥＭＲ（Electro-Magnetic Resonance）方式）により位置検出用信号を送
信する。タブレット端末２は、センサ部上における電子ペンからの位置検出用信号を受信
した座標位置として、電子ペン１により指示された位置を検出するようにする。
【００６８】
　また、この実施形態の電子ペン１は、自身の識別情報の記憶部を備え、その記憶部に記
憶されている自電子ペンの識別情報（以下、ペンＩＤという）を、位置検出用信号の付加
情報として、タブレット端末２の位置検出装置のセンサ部に送信する。
【００６９】
　サーバ装置５には、電子ペン１のペンＩＤに対応付けられて、パソコン３における処理
で用いられる所定の情報が予め記憶されている。
【００７０】
　そして、この第１の実施形態においては、電子タグ発信器６からのタグ情報を受信する
ことができる場所において、電子ペン１によりタブレット端末２に対して指示入力操作が
なされたときには、電子ペン１は電子タグ発信器６から受信したタグ情報を、位置検出用
信号の付加情報として、ペンＩＤと共に、タブレット端末２に、センサ部を通じて送信す
る。
【００７１】
　タブレット端末２は、センサ部で電磁誘導結合方式により電子ペン１からの位置検出用
信号を受信し、その受信したセンサ部上の座標位置を検出することにより、電子ペン１に
よる指示位置を検出する。そして、タブレット端末２は、その検出結果の電子ペン１の指
示位置の情報を、受信したペンＩＤと対応付けて記憶部に記憶（一時記憶を含む）する。
そして、タブレット端末２は、その記憶した電子ペン１による指示位置の情報及びペンＩ
Ｄをパソコン３に送る。
【００７２】
　また、タブレット端末２は、電子ペン１から位置検出用信号と共に、付加情報としてタ
グ情報及びペンＩＤが送信されてくる場合には、位置検出用信号に基づいて検出した電子
ペンによる指示位置の情報と、タグ情報と、ペンＩＤとを対応付けて記憶（一時記憶を含
む）する。そして、この場合には、タブレット端末２は、記憶部に記憶した電子ペン１に
よる指示位置の情報と、タグ情報と、ペンＩＤとを、パソコン３に送信するようにする。
【００７３】
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　この場合に、タブレット端末２は、電子ペン１による指示位置の情報及びペンＩＤ、ま
たは電子ペン１による指示位置の情報、タグ情報及びペンＩＤを、記憶部に記憶すること
なく、リアルタイムでパソコン３に送信するようにしてもよいし、記憶部に記憶した後、
事後的な使用者の操作などに基づいて、パソコン３に送信するようにしてもよい。そして
、取得した情報を用いて、電子ペンによる指示位置の情報についての処理、例えば表示処
理をする。
【００７４】
　パソコン３は、タブレット端末２から電子ペン１による指示位置の情報に加えて、ペン
ＩＤを受信したときには、その受信したペンＩＤを含む情報提供要求を通信ネットワーク
４を通じてサーバ装置５に送り、ペンＩＤに対応付けて記憶されている情報をサーバ装置
５から取得する。
【００７５】
　また、パソコン３は、タブレット端末２から電子ペン１による指示位置の情報に加えて
、ペンＩＤ及びタグ情報を受信したときには、その受信したペンＩＤ及びタグ情報を含む
情報提供要求を通信ネットワーク４を通じてサーバ装置５に送り、ペンＩＤに対応付けて
記憶されている情報と、タグ情報に対応付けて記憶されている情報とをサーバ装置５から
取得する。そして、取得した情報を用いて、電子ペンによる指示位置の情報についての処
理、例えば表示処理をする。
【００７６】
　情報処理装置７は、上記のように、電子ペン１とタブレット端末２とパソコン３とによ
り構成されるが、特定の電子ペン１と、特定のタブレット端末２と、特定のパソコン３と
により固定的に組み合わされるものではなく、それぞれ任意の電子ペン１、任意のタブレ
ット端末２及び任意のパソコン３の組み合わせとすることができる。したがって、同じ電
子ペン１が、複数の情報処理装置７で共通に使用されていてもよい。同様に、同じタブレ
ット端末２やパソコン３が、複数の情報処理装置７で共通に使用されていてもよい。図１
では、情報処理装置は１組のみが示されているが、複数組が、電子タグ発信器６や通信ネ
ットワーク４を通じたサーバ装置５と通信手段を介して接続されるようにされていても勿
論よい。
【００７７】
　通信ネットワーク４は、インターネットや携帯電話網を含む公衆網を含むもので構成す
ることができる。また、通信ネットワーク４は、Ｗｉ－Ｆｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｆｉｄ
ｅｌｉｔｙ）を用いる無線ＬＡＮであってもよい。また、通信ネットワーク４は、パソコ
ン３とサーバ装置５との間を有線で接続するＬＡＮの構成であってもよい。
【００７８】
　［情報処理システムの具体的使用例］
　次に、以上概要を説明した、この発明による電子ペン及び位置検出装置の第１の実施形
態を含む情報処理システムについて、具体的な使用例と共に、各部の構成及び動作につい
て更に説明する。
【００７９】
　図２は、この実施形態の情報処理システムを、病院の入院患者についての回診記録に適
用した場合の概要を説明するための図である。また、図３～図６は、この例の情報処理シ
ステムを構成する各部を説明するために用いる図である。
【００８０】
　この例においては、図２（Ａ）に示すように、患者１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄ，
１１Ｅ，１１Ｆ・・のそれぞれは、個室の病室１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃ，１２Ｄ，１２Ｅ
，１２Ｆ・・のそれぞれに入院しているものとしている。そして、各病室１２Ａ，１２Ｂ
，１２Ｃ，１２Ｄ，１２Ｅ，１２Ｆ・・には、互いに異なる固有の識別情報からなるタグ
情報ＴＧＡ，ＴＧＢ，ＴＧＣ，ＴＧＤ，ＴＧＥ，ＴＧＦ，・・を送出する電子タグ発信器
６Ａ，６Ｂ，６Ｃ，６Ｄ，６Ｅ，６Ｆ・・が設置してある。ここで、電子タグ発信器６Ａ
，６Ｂ，６Ｃ，６Ｄ，６Ｅ，６Ｆ・・は、電子タグ発信器６が複数個である場合であって
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、そのそれぞれを区別するためにサフィックスＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，・・を付加した
ものである。なお、電子タグ発信器６Ａ，６Ｂ，６Ｃ，６Ｄ，６Ｅ，６Ｆ・・のそれぞれ
は、それが設置されている病室内でのみ、電子ペン１Ａと無線通信可能とされており、電
子ペン１Ａが他の病室に存在するときには、無線通信が不可となっている。
【００８１】
　そして、この例においては、医師１３は、自分用の電子ペン１とタブレット端末２を持
って、各病室１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃ，１２Ｄ，１２Ｅ，１２Ｆ・・を回って、患者１１
Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄ，１１Ｅ，１１Ｆ・・のそれぞれの回診を行い、タブレット
端末２に対して、電子ペン１により、その場で所見を記入する。
【００８２】
　なお、回診を担当する医師１３が複数人の場合には、電子ペン１は、回診を担当する複
数の医師１３のそれぞれに対応した異なるものを使用する。また、タブレット端末２は、
この第１の実施形態では、複数の医師に共通の１個としてもよいし、回診を担当する複数
の医師１３のそれぞれに対応した異なるものであってもよい。
【００８３】
　この実施形態のタブレット端末２は、図４及び図５を用いて後述するように、表示画面
を備えず、その代わりに、記録用紙１４をセンサ部の入力面に対応する面上に載置してそ
れを紙挟み部で係止することができるようにされている。記録用紙１４は、例えばＡ４サ
イズの大きさとされている。
【００８４】
　そして、電子ペン１は、ボールペン機能付の電子ペンであって、タブレット端末２のセ
ンサ部の上に載置されている記録用紙１４にボールペンインクによる筆記が可能である。
そして、タブレット端末２は、電子ペン１によりセンサ部の上に載置されている記録用紙
１４への筆記入力があった時には、その筆記入力の軌跡を、位置検出機能部により検出す
るように構成されている。すなわち、この例のタブレット端末２は、記録用紙１４に筆記
入力されたときの当該筆記入力の軌跡を電子データ（電子ペン１による指示位置の情報）
として保持することができる。
【００８５】
　この場合に、この例では、記録用紙１４には、予め所定の記入欄が定められた文書フォ
ーマットが予め印刷等されている。例えば、記録用紙１４には、図３に示すように、回診
記録の記入欄として、患者の感想や意見等の記入欄１４１と、医師の所見用の記入欄１４
２とからなる文書フォーマットが、予め印刷等されている。そして、タブレット端末２に
おいては、後述するように、記録用紙１４が、予め定まった位置で紙挟みにより固定され
るように構成されている。
【００８６】
　したがって、印刷されている文書フォーマットにおける各記入欄は、タブレット端末２
のセンサ部の座標位置範囲と対応付けることが可能である。すなわち、図３の例の場合に
は、患者の感想や意見等の記入欄１４１は、位置座標（Ｘａ，Ｙａ）で示される座標位置
Ｐ１と、位置座標（Ｘｂ，Ｙｂ）で示される座標位置Ｐ２とで特定される矩形範囲の領域
となる。また、医師の所見用の記入欄１４２は、位置座標（Ｘｃ，Ｙｃ）で示される座標
位置Ｐ１と、位置座標（Ｘｄ，Ｙｄ）で示される座標位置Ｐ２とで特定される矩形範囲の
領域となる。
【００８７】
　この図３の例の記録用紙１４を用いる場合には、医師１３は、各病室１２Ａ～１２Ｆ・
・において、患者１１Ａ～１１Ｆ・・の感想や意見を聴取して、その聴取した内容を、タ
ブレット端末２に装着した記録用紙１４の患者の感想や意見等の記入欄１４１に電子ペン
１により筆記入力すると共に、タブレット端末２のセンサ部に対して位置指示入力する。
患者１１Ａ～１１Ｆ・・自身がタブレット端末２に装着した記録用紙１４の患者の感想や
意見等の記入欄１４１に、医師１３から渡された電子ペン１により筆記入力すると共に、
タブレット端末２のセンサ部に対して位置指示入力するようにしてもよい。
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【００８８】
　また、医師１３は、各病室１２Ａ～１２Ｆ・・において、患者１１Ａ～１１Ｆ・・のそ
れぞれについて、所見をタブレット端末２に装着した記録用紙１４の医師の所見の記入欄
１４２に電子ペン１により筆記入力すると共に、タブレット端末２のセンサ部に対して位
置指示入力する。
【００８９】
　なお、図３は、記録用紙１４に印刷される文書フォーマットの一例であり、病棟ごとや
、内科、外科、小児科などの診療科ごとに、また、患者の疾病ごとに異なる文書フォーマ
ットを用意することもできる。
【００９０】
　各病室１２Ａ～１２Ｆ・・には、電子タグ発信器６Ａ～６Ｆ・・が設置されている。し
たがって、電子ペン１は、医師１３がその時に訪問している病室に設置されている電子タ
グ発信器からのタグ情報を受信する。そして、電子ペン１は、その受信したタグ情報を、
位置検出用信号についての付加情報としてタブレット端末２に送信する。タブレット端末
２は、その受信した付加情報と対応付けて、位置検出用信号に基づいて検出した電子ペン
１による指示位置の情報を記憶する。
【００９１】
　例えば、図２（Ｂ）に示すように、医師１３がその時に訪問している病室が病室１２Ａ
であれば、電子ペン１は、その病室１２Ａに設置されている電子タグ発信器６Ａからのタ
グ情報ＴＧＡを受信する。したがって、電子ペン１は、当該病室１２Ａにおいては、タブ
レット端末２に対して、位置検出用信号と、その付加情報として、ペンＩＤとタグ情報Ｔ
ＧＡとを送出する。このため、タブレット端末２は、位置検出用信号に基づいて検出した
電子ペン１による指示位置の情報を、電子ペン１のペンＩＤとタグ情報ＴＧＡとに対応付
けて記憶する。
【００９２】
　全ての病室１２Ａ～１２Ｆ・・の回診を終了した医師１３は、例えば自分用のパソコン
３に、あるいは、回診情報の収集用の共通のパソコン３に、タブレット端末２を有線接続
あるいは無線接続して、記憶している電子ペン１による指示位置の情報と、これに対応付
けられている電子ペン１のペンＩＤ及びタグ情報、例えばタグ情報ＴＧＡとを、パソコン
３に転送する。なお、電子ペン１のボールペン機能により筆記がなされた記録用紙１４は
、各患者に手渡してもよいし、病院側で保存しておくようにしてもよい。
【００９３】
　パソコン３は、タブレット端末２から電子ペン１による指示位置の情報と、これに対応
付けられている電子ペン１のペンＩＤ及びタグ情報、例えばタグ情報ＴＧＡとを受信した
ときには、ぺんＩＤと、タグ情報ＴＧＡとを含む情報提供要求を、通信ネットワーク４を
通じてサーバ装置５に送る。そして、パソコン３は、サーバ装置５から、送信した情報提
供要求に対する返信として、ペンＩＤ及びタグ情報に対応した所定の情報を取得するよう
にする。
【００９４】
　図４及び図５に、サーバ装置５に記憶されている情報の例について説明する。すなわち
、この例では、サーバ装置５には、ペンＩＤ対応情報記憶部と、タグ情報対応情報記憶部
とが設けられている。そして、ペンＩＤ対応情報記憶部には、図４に示すように、ペンＩ
Ｄと、医師名との対応情報が予め記憶されている。また、タグ情報対応情報記憶部には、
図５に示すように、電子タグ発信器６Ａ，６Ｂ，６Ｃ，６Ｄ，６Ｅ，６Ｆ・・のそれぞれ
からのタグ情報ＴＧＡ，ＴＧＢ，ＴＧＣ，ＴＧＤ，ＴＧＥ，ＴＧＦ，・・のそれぞれに対
応する所定の情報が予め記憶されている。
【００９５】
　すなわち、例えば病院の管理者は、パソコン３を用いて通信ネットワーク４を通じてサ
ーバ装置５にアクセスし、ペンＩＤの登録用アプリケーションプログラム（以下、アプリ
ケーションプログラムをアプリと略称する）を立ち上げて、各医師用の電子ペン１Ａのペ
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ンＩＤと、当該医師の氏名とを対応付けて、サーバ装置５に登録する。サーバ装置５は、
登録されたペンＩＤと氏名とを図４に示すように対応付けて、ペンＩＤ対応情報記憶部に
記憶する。そして、病院の管理者は、ペンＩＤをサーバ装置５に登録した電子ペン１のそ
れぞれを、対応する登録した各医師に配布する。
【００９６】
　また、病院の管理者は、パソコン３を用いて通信ネットワーク４を通じてサーバ装置５
にアクセスし、タグ情報対応情報の登録用アプリを立ち上げて、電子タグ発信器６Ａ，６
Ｂ，６Ｃ，６Ｄ，６Ｅ，６Ｆ・・のそれぞれからのタグ情報ＴＧＡ，ＴＧＢ，ＴＧＣ，Ｔ
ＧＤ，ＴＧＥ，ＴＧＦ，・・のそれぞれと、それらに対応してそれぞれ登録すべき所定の
情報をサーバ装置５に予め登録する。サーバ装置５は、登録されたタグ情報ＴＧＡ，ＴＧ
Ｂ，ＴＧＣ，ＴＧＤ，ＴＧＥ，ＴＧＦ，・・のそれぞれと、対応する所定の情報とを図５
に示すように対応付けて、タグ情報対応情報記憶部に記憶する。
【００９７】
　図５の例においては、登録されたタグ情報ＴＧＡ，ＴＧＢ，ＴＧＣ，ＴＧＤ，ＴＧＥ，
ＴＧＦ，・・のそれぞれと対応する所定の情報の例として、「病室番号（Ｎｏ．）」、「
患者名」、「疾病名」、の他、記録用紙１４の文書フォーマットの記入欄に対するタブレ
ット端末２のセンサ部での領域範囲を特定する座標情報などが登録されて記憶されている
。図５の例では、記録用紙１４の文書フォーマットの記入欄として、患者の感想・意見等
の記入欄と、医師の所見の記入欄とが登録されており、それぞれの記入欄について、タブ
レット端末２のセンサ部での領域を特定する座標情報として、（（Ｘａ，Ｙａ）、（Ｘｂ
，Ｙｂ）（図３参照））や、（（Ｘｃ，Ｙｃ）、（Ｘｄ，Ｙｄ）（図３参照））が登録さ
れている。
【００９８】
　サーバ装置５は、パソコン３からの情報提供要求を受け取ったときには、以上のような
記憶情報を用いて提供情報を生成してパソコン３に返信する。すなわち、パソコン３から
の情報提供要求にペンＩＤが含まれている場合には、サーバ装置５は、ペンＩＤ対応情報
記憶部（図４参照）から、受信したペンＩＤに対応する医師名の情報を読み出して、それ
を提供情報としてパソコン３に返信する。また、パソコン３からの情報提供要求にタグ情
報が含まれている場合には、サーバ装置５は、タグ情報対応情報記憶部（図５参照）から
、受信したタグ情報に対応して登録されている情報を読み出して、提供情報としてパソコ
ン３に返信する。
【００９９】
　この実施形態では、パソコン３は、タブレット端末２から受け取った電子ペン１による
指示位置の情報を、サーバ装置５から受け取った上記の所定の情報を用いて処理する。こ
の実施形態では、パソコン３は、タブレット端末２から受け取った電子ペン１による指示
位置の情報と、サーバ装置５から受け取った上記の所定の情報とを用いて表示情報を生成
し、生成した表示情報を、パソコン３のディスプレイの表示画面に表示する。図６に、こ
の例の場合のパソコン３のディスプレイの表示画面の表示例を示す。
【０１００】
　すなわち、この例においては、図６に示すように、医師が回診によりタブレット端末２
において記入した記入情報を、各患者の病室に設置した電子タグ発信器６からのタグ情報
をサーバ装置５に送ることで、当該タグ情報に紐付けられた各病室の患者名、疾病名など
と対応付けてパソコン３のディスプレイの表示画面で表示させることができる。そして、
この例の場合には、回診を実行した医師名も、電子ペン１のペンＩＤに基づいてサーバ装
置５から取得して表示することができ、便利である。
【０１０１】
　なお、患者の感想・意見等や医師の所見は、記録用紙１４に記入された文字をそのまま
表示画像してもよいし、記入された文字を文字認識してテキストデータとし、そのテキス
トデータの表示画像として表示するようにしてもよい。
【０１０２】
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　以上のようにして、この第１の実施形態の電子ペン１及びタブレット端末２を含む情報
処理システムにおいては、固有の識別情報をタグ情報として送出する電子タグ発信器６を
用意すると共に、電子ペン１に電子タグ発信器６からのタグ情報の受信機能を設ける。そ
して、電子ペン１は、電子タグ発信器６からのタグ情報を受信したときには、その受信し
たタグ情報を、位置検出装置を構成するタブレット端末２に、位置検出用信号の付加情報
として、送信するようにする。タブレット端末２は、電子ペン１による指示位置の情報を
位置検出用信号に基づいて検出し、その検出した電子ペン１による指示位置の情報と、タ
グ情報とを対応付けて記憶（一時記憶を含む）する。
【０１０３】
　電子タグ発信器６は、任意の場所に、任意の時点で、任意の目的や用途などの場合に応
じて設置して、電子ペン１に対して、固有の識別情報であるタグ情報を送出することがで
きる。すなわち、電子タグ発信器６は、Ｔ（Time；時）、Ｐ（Place；場所）、Ｏ（Occas
ion；場合）に応じて設置することができる。タブレット端末２には、検出された電子ペ
ン１による指示位置の情報と、タグ情報とが対応付けられて記憶される。したがって、タ
グ情報を参照情報として、当該タグ情報に紐づけられている情報を取得するでき、その取
得した情報を用いることで、電子ペン１による指示位置の情報について、Ｔ，Ｐ，Ｏに応
じた処理をすることが可能になる。
【０１０４】
　上述の実施形態では、サーバ装置５に、タグ情報に対応付けて、電子ペン１による指示
位置の情報の処理に用いる所定の情報として、電子タグ発信器６の設置時間（Ｔ），設置
場所（Ｐ），設置目的や用途（Ｏ）に応じた情報を記憶しておく。そして、電子ペン１に
よる指示位置の情報を処理する情報処理装置が、タグ情報に紐付けてサーバ装置５から前
記所定の情報を取得するようにすれば、電子ペン１による指示位置の情報について、Ｔ，
Ｐ，Ｏに応じた処理を容易に実行することできる。すなわち、サーバ装置５に、タグ情報
に対応付けて、電子タグ発信器の設置場所、設置時間、設置目的のそれぞれに関連する情
報を記憶しておき、その記憶している情報を、タグ情報に基づいて取得するようにするこ
とで、情報処理装置は、電子ペン１による指示位置の情報について、Ｔ，Ｐ，Ｏに応じた
処理を容易に実行することできる。この場合に、電子タグ発信器６の設置場所の絶対位置
の情報は登録する必要がないというメリットがある。
【０１０５】
　また、上述の実施形態においては、サーバ装置５に電子ペン１のペンＩＤに対応付けて
所定の情報を記憶しておくことで、情報処理装置は、ペンＩＤにも紐付けられた前記所定
の情報を用いて、電子ペン１による指示位置の情報について処理をすることできるという
効果もある。
【０１０６】
　［情報処理システムの各部の詳細構成例］
　図７及び図８は、この第１の実施形態におけるタブレット端末２の機械的なハードウエ
ア構成例を示す図である。
【０１０７】
　　［タブレット端末２の外観と基本的な構成］
　図７は、この第１の実施形態におけるタブレット端末２の外観を説明するための図であ
る。図７に示すように、この実施形態のタブレット端末２は、電子ペン１による指示入力
面２１Ｓの上端部に記録用紙１４を挟持してタブレット端末２の指示入力面２１Ｓ上に固
定する紙挟み部２１Ｘを備え、バインダーなどと呼ばれて広く利用されている文房具と同
様の外観を有する。
【０１０８】
　この実施形態においてタブレット端末２の内部には、電磁誘導授受方式の位置検出装置
部２０が搭載されることにより、電子バインダーの構成とされている。タブレット端末２
に対しては、電子ペン１によって、座標データの入力を行うことができる。電子ペン１は
、タブレット端末２の内部に搭載される位置検出装置部２０と協働することにより、位置
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検出装置部２０で受信可能な位置検出用信号を繰り返し送信する機能（座標指示機能）を
有する。また、電子ペン１は、インクが充填された芯体１Ｓと、当該芯体１Ｓの端部に設
けられたチップ部（ペン先）１Ｔとを有することにより記録用紙１４に筆跡を残すことが
できる機能（ボールペン機能）をも有する。
【０１０９】
　電子ペン１は、この実施形態では、前述したように、電磁誘導授受方式でタブレット端
末２のセンサ部と信号を授受することで、その指示位置をタブレット端末２の位置検出装
置部で検出させるようにする。この実施形態の電子ペン１の機械的な構成は、芯体がボー
ルペン機能を有する点を除けば、公知の電磁誘導授受方式の電子ペンの構成を用いること
ができるので、ここでは、その機械的な構成については図示を省略する。
【０１１０】
　図７に示したように、タブレット端末２上に紙挟み部２１Ｘによって固定された記録用
紙１４に対して、電子ペン１のボールペン機能を用いて文字や記号を筆記したり、描画し
たりすることができる。このとき、同時に、電子ペン１の座標指示機能によって電子ペン
１から位置検出装置部２０に向けて送信された信号により、記録用紙１４上に形成された
筆跡に対応する指示位置の情報としての座標データが位置検出装置部２０により検出され
て電子データとして記憶部に蓄積される。
【０１１１】
　そして、タブレット端末２の記憶部に蓄積された座標データ（筆跡データ）は、詳しく
は後述するが、タブレット端末２の内部に搭載されたコントローラ及び送信アンテナＡＴ
を通じてパソコン３に無線送信できるようにしている。したがって、記録用紙１４に筆記
された情報を、別途、イメージリーダなどにより電子データとして取り込むといった手間
をかけることなく、記録用紙１４に筆記された情報をリアルタイムに座標データ（筆跡デ
ータ）として取り込んで利用することができる。
【０１１２】
　また、タブレット端末２の指示入力面２１Ｓの左側端部には、操作ボタン２１１及びＬ
ＥＤ（Light Emitting Diode）２１２、２１３が設けられている。操作ボタン２１１は使
用者からの操作入力を受け付けるものであり、ＬＥＤ２１２、２１３は、タブレット端末
２の動作状態などを使用者に通知するものである。操作ボタン２１１は、例えば、電源の
オン／オフや取り込んだ電子ペン１による指示位置の情報としての座標データ及び付加情
報（筆圧情報やタグ情報）の送信を行う場合などに操作される操作子である。
【０１１３】
　　［タブレット端末２の基本構造］
　図８は、タブレット端末２の機械的なハードウエア構成例を説明するための分解構成図
である。図８に示すように、タブレット端末２は、大きく分けると指示入力面２１Ｓ側を
上側として、上から順番に、上部カバー（上板）２１と、電子ペン１による指示位置検出
のためのセンサ部２２と、シールドシート２３と、センサカバー２４とを備える。最下部
に位置するセンサカバー２４は、合成樹脂や金属などにより形成され、上面は開口部とな
っている薄い箱型に構成され、このセンサカバー２４内にシールドシート２３とセンサ部
２２とが収納される。
【０１１４】
　シールドシート２３は、例えば、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）、酸化亜鉛、酸化錫など
により形成された導電性シートに磁性材料で構成される電磁シートが張り合わされている
もので、センサ部２２への不要な信号の混入を防止すると共に、センサ部２２から発生す
る磁束の漏れをなくす役割をする。シールドシート２３は、センサ部２２の指示入力面２
１Ｓ側とは反対側の面の全面を覆うように設けられる。
【０１１５】
　センサ部２２の構成の詳細については後述するが、電子ペン１に対して信号を送信した
り、電子ペン１からの信号を受信したりする多数の線状の導体（ループコイル）を備えて
構成されている。
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【０１１６】
　上部カバー２１は、電子ペン２から送信された信号（電波）を透過させる素材、例えば
合成樹脂、ガラスやセラミックなどにより形成される。この上部カバー２１の外部に露呈
する面側が、指示入力面２１Ｓとなる。
【０１１７】
　上部カバー２１の指示入力面２１Ｓの上端部には、図７にも示したように、例えば金属
などにより形成された紙挟み部２１Ｘが設けられ、記録用紙１４を上部カバー２１上（タ
ブレット端末２上）に保持できるようにしている。上部カバー２１は、センサ部２２を覆
って保護すると共に、記録用紙１４が載置される上板として機能するものである。
【０１１８】
　上部カバー２１の指示入力面２１Ｓには、図８に示すように、記録用紙１４の位置決め
用の目印として、センサ部２２の指示入力領域に対応する領域を示す枠部２１ＦＬが形成
されている。この枠部２１ＦＬは、枠線が印刷により形成されたものであってもよいし、
突部あるいは凹部で形成されていてもよい。記録用紙１４は、図８に示すように、複数枚
が束ねられて所定の厚さを有する状態で、上部カバー２１の紙挟み部２１Ｘにより挟持さ
れて保持されることが可能である。そして、電子ペン１は電磁誘導結合方式であるので、
所定の厚さの複数枚の記録用紙１４が存在しても、センサ部２２との間で、電磁波のやり
取りが可能である。
【０１１９】
　さらに、図８において、シールドシート２３と共に示したように、シールドシート２３
を挟んでセンサ部２２と対向するように、座標データ形成部２０１とコントローラ２０２
とが設けられる。座標データ形成部２０１は、センサ部２２からの出力に基づいて座標デ
ータを形成するものである。コントローラ２０２は、主に、座標データ形成部２０１で形
成された座標データを記憶部に蓄積したり、この蓄積した座標データをパソコン３などの
外部の電子機器に対して送信したりする制御機能を実現する。
【０１２０】
　また、コントローラ２０２は無線通信部を含み、その無線通信部に対して送信アンテナ
ＡＴが設けられている。この送信アンテナＡＴは、パソコン３などの外部の電子機器に対
して座標データなどを適切に送信できるように、シールドシート２３によって覆われる領
域の外に設けられる。
【０１２１】
　また、コントローラ２０２には、前述した操作ボタン２１１やＬＥＤ２１２、２１３が
設けられるユーザインターフェース部（以下、ユーザＩ／Ｆ部と記載する。）２０３が接
続されている。この場合に、操作ボタン２１１やＬＥＤ２１２，２１３が設けられるユー
ザＩ／Ｆ部２０３は、使用者が操作可能なように、シールドシート２３の外縁から突出す
るように設けられて、操作ボタン２１１やＬＥＤ２１２，２１３がシールドシート２３に
より覆われることがないようにされている。
【０１２２】
　そして、この実施形態のタブレット端末２は、図７に示すように、上部カバー２１の上
面である指示入力面２１Ｓに、記録用紙１４を、枠部２１ＦＬを目印として位置決めして
載置すると共に、紙挟み部２１Ｘで固定し、この記録用紙１４に対して電子ペン１を用い
て筆記するようにして用いられる。
【０１２３】
　＜電子ペン１及びタブレット端末２並びに電子タグ発信器６の電子回路構成例＞
　図９は、この第１の実施形態の電子ペン１の等価回路と、この電子ペン１と電磁誘導授
受方式により位置検出及び筆圧検出を行うタブレット端末２の位置検出装置部２０の回路
構成例と、電子タグ発信器６の回路構成例を示す図である。
【０１２４】
　この図９の例のタブレット端末２の位置検出装置部２０は、前述したように、センサ部
２２と座標データ形成部２０１とコントローラ２０２を備えている。センサ部２２におい



(30) JP 6261153 B1 2018.1.17

10

20

30

40

50

ては、Ｘ軸方向ループコイル群２２１と、Ｙ軸方向ループコイル群２２２とが積層されて
形成されていると共に、２つのループコイル群２２１，２２２のうちの一のループコイル
を順次選択する選択回路２２３が設けられている。
【０１２５】
　電子ペン１は、ＩＣ１００で構成される信号制御回路を備えていると共に、このＩＣ１
００を駆動するための駆動電圧を、タブレット端末２の位置検出装置部２０のセンサ部２
２に備えられた励磁コイル２２４から送信された励磁信号から取得するように構成されて
いる。なお、図９では、一例として、センサ部２２のループコイル群２２１，２２２は電
子ペン１からの電磁結合信号の受信にのみ用いられるものとして説明するが、電子ペン１
との間で電磁結合することで、励磁コイル２２４に代えて電子ペン１に備えられた信号制
御回路を駆動することを排除するものではない。また、電子ペン１に備えられた信号制御
回路に対して所定の制御データなどの信号を送信することを排除するものでもない。
【０１２６】
　この図９の例の位置検出装置部２０のセンサ部２２においては、Ｘ軸方向ループコイル
群２２１と、Ｙ軸方向ループコイル群２２２とを取り囲むようにして、励磁コイル２２４
が配設されている。図９においては、励磁コイル２２４は、２ターンとなっているが、実
際的には、より多くのターン数、例えば８～１０ターンとされている。図９に示すように
、励磁コイル２２４は、ドライブ回路２０１２に接続され、ドライブ回路２０１２は、周
波数ｆｏで発振する発振回路２０１１に接続されている。
【０１２７】
　ドライブ回路２０１２は、マイクロコンピュータで構成される処理制御部２０１０によ
り制御される。処理制御部２０１０は、ドライブ回路２０１２を制御して、発振回路２０
１１からの周波数ｆｏの発振信号の、励磁コイル２２４への供給を制御して、励磁コイル
２２４からの電子ペン１への信号送信を制御する。
【０１２８】
　発振回路２０１１からの周波数ｆｏの発振信号は、また、アンプ２０１８を通じて選択
回路２２３に供給される。アンプ２０１８は、処理制御部２０１０からの制御信号により
利得制御されて、発振回路２０１１からの発振信号を断続することができるように構成さ
れている。
【０１２９】
　選択回路２２３は、処理制御部２０１０により選択制御されて一つのループコイルを選
択する。そして、選択回路２２３は、処理制御部２０１０の制御を受けて、選択した一つ
のループコイルの選択中の期間の前半を、発振回路２０１１からの信号の送信用期間とし
、後半の期間を、電子ペン１からの信号の受信用期間とするように制御される。電子ペン
１からの信号の受信用期間においては、この選択回路２２３により選択されたループコイ
ルに発生する誘導電圧は、受信アンプ２０１３にて増幅され、バンドパスフィルタ２０１
４に供給され、周波数ｆｏの成分のみが抽出される。バンドパスフィルタ２０１４は、そ
の抽出した成分を検波回路２０１５に供給する。
【０１３０】
　検波回路２０１５は、周波数ｆｏの成分を検出し、その検出した周波数ｆｏの成分に応
じた直流信号をサンプルホールド回路２０１６に供給する。サンプルホールド回路２０１
６は、検波回路２０１５の出力信号の所定のタイミング、具体的には受信期間中の所定の
タイミングにおける電圧値を保持し、Ａ／Ｄ変換回路２０１７へ送出する。Ａ／Ｄ変換回
路２０１７は、サンプルホールド回路２０１６のアナログ出力をデジタル信号に変換し、
処理制御部２０１０に出力する。処理制御部２０１０は、前記所定のタイミングの信号を
サンプルホールド回路２０１６に供給する。
【０１３１】
　そして、処理制御部２０１０は、Ａ／Ｄ変換回路２０１７からのデジタル信号が所定の
スレッショールド値を超えた値であるか否かを判定して、選択回路２２３で選択されてい
るループコイルが電子ペン１で位置指示された位置のループコイルであるか否かを判定し
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、その判定に基づいて電子ペン１による指示位置を検出する。
【０１３２】
　処理制御部２０１０は、また、後述するように、電子ペン１による指示位置の検出とは
別に、電子ペン１からの信号の断続を、数ビットのデジタル信号として検出して、筆圧を
検出すると共に、電子タグ発信器６からのタグ情報を検出するようにする。そして、処理
制御部２０１０は、検出した電子ペンによる指示位置の情報と、検出した筆圧の情報と、
検出したタグ情報とを、対応付けてコントローラ２０２に供給する。
【０１３３】
　コントローラ２０２は、受け取った電子ペンによる指示位置の情報と、筆圧の情報と、
タグ情報とを、対応付けて記憶部２０２１に記憶する。なお、コントローラ２０２は、図
示は省略するが、カレンダー機能付の時計部を備え、記憶部２０２１に記憶する情報に対
応付けて、当該記憶時点の年月日時分秒の情報も記憶する。
【０１３４】
　そして、コントローラ２０２は、ユーザＩ／Ｆ部２０３を通じた使用者によるサーバ装
置５への送信指示を受けたときには、記憶部２０２１からタグ情報を読み出して、その読
み出したタグ情報を含めた情報提供要求を無線通信部２０２２から通信ネットワーク４を
通じてサーバ装置５に送信するようにする。
【０１３５】
　電子ペン１の回路構成は、図９において点線で囲んで示すようなものとなっている。す
なわち、インダクタンス素子としてのコイル１０１に並列にコンデンサ１０２が接続され
て、共振回路１０３が構成される。そして、この共振回路１０３に並列に、スイッチ１０
４が接続されている。このスイッチ１０４は、ＩＣ１００によりオン・オフ制御されるよ
うに構成されている。このスイッチ１０４がオフのときには、共振回路１０３によるセン
サ部２２からの信号に対する共振動作がなされる。しかし、スイッチ１０４がオンのとき
には、コイル１０１に並列に接続されているコンデンサ１０２が短絡されて、共振回路１
０３によるセンサ部２２からの信号に対する共振動作がオフとなる。
【０１３６】
　そして、ＩＣ１００は、共振回路１０３にてタブレット端末２の位置検出装置部２０の
センサ部２２から電磁誘導により受信した交流信号を、ダイオード１０５及びコンデンサ
１０６からなる整流回路（電源供給回路）１０７にて整流して得られる電源電圧Ｖｃｃに
より動作するように構成されている。ＩＣ１００は、共振回路１０３とはコンデンサ１０
８を介して接続されており、共振回路１０３の動作状況をモニターしている。ＩＣ１００
は、共振回路１０３の動作状況をモニターすることで、センサ部２２の励磁コイル２２４
との電磁結合状況、あるいは、この例では説明を省略するが、２つのループコイル群２２
１，２２２を使用して位置検出装置部２０のセンサ部２２から送信された制御データなど
の信号を検出し、所望の動作制御を行うことができるようになっている。
【０１３７】
　この実施形態の電子ペン１は、芯体１Ｓに印加される筆圧を、例えば、容量可変コンデ
ンサの静電容量Ｃｖとして検出する感圧素子からなる筆圧検出手段を備えている。ＩＣ１
００には、図９に示すように、この容量可変コンデンサが接続されており、ＩＣ１００は
筆圧に応じた静電容量Ｃｖを検出することができるように構成されている。ＩＣ１００は
、静電容量Ｃｖの値から電子ペン１における筆圧を検出する。そして、ＩＣ１００は、検
出した筆圧を、例えば８ビットのデジタル信号に変換し、その筆圧に対応するデジタル信
号により、スイッチ１０４を制御することにより、筆圧の情報を付加情報としてタブレッ
ト端末２の位置検出装置部２０に送信する。
【０１３８】
　また、この実施形態の電子ペン１は、図９に示すように、電子タグ発信器６からのタグ
情報を受信することができるように、ブルートゥース（登録商標）規格の無線通信部１０
９を備えている。この無線通信部１０９は、整流回路１０７から得られる電源電圧Ｖｃｃ
により動作し、受信したタグ情報は、ＩＣ１００に供給するように構成されている。そし
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て、ＩＣ１００は、受け取ったタグ情報（デジタル信号）によっても、スイッチ１０４を
制御することにより、タグ情報を付加情報としてタブレット端末２の位置検出装置部２０
に送信する。
【０１３９】
　電子タグ発信器６は、制御部６０と、固有の識別情報を記憶するメモリ６１と、ブルー
トゥース（登録商標）規格の無線通信部６２とからなる。制御部６０は、電子タグ発信器
６に電源が投入されているときには、メモリ６１に記憶されている固有の識別情報を読み
出してそれをタグ情報として、無線通信部６２から繰り返し送出するようにする。
【０１４０】
　以上のように構成された電子ペン１及びタブレット端末２の位置検出装置部２０の位置
検出動作及び筆圧情報やタグ情報の検出動作について説明する。
【０１４１】
　処理制御部２０１０は、先ず、ドライブ回路２０１２を駆動して励磁コイル２２４から
、所定時間、信号を電子ペン１に送信する。次に、処理制御部２０１０は、選択回路２２
３をＸ軸方向ループコイル群２２１のうちの一つのループコイルを順次に選択して、その
選択中期間の前半の送信用期間において、アンプ２０１８を通じた発振回路２０１１から
の発振信号を電子ペン１に送信する。このとき、アンプ２０１８は、処理制御部２０１０
により利得制御されて、前記送信用期間分のバースト状信号とされている。
【０１４２】
　電子ペン１は、そのバースト状信号を共振回路１０３で受信し、タブレット端末２の位
置検出装置部２０のセンサ部２２に帰還するようにする。電子ペン１により指示されてい
る位置が、選択中のＸ軸方向ループコイル群２２１のうちの一つのループコイルであれば
、その選択中期間の後半で、電子ペン１から帰還されたバースト信号が、選択回路２２３
を通じ、受信アンプ２０１３～Ａ／Ｄ変換回路２０１７を通じて処理制御部２０１０で検
出される。電子ペン１により指示されている位置が、選択中のＸ軸方向ループコイル群２
２１のうちの一つのループコイルでなければ、帰還されたバースト信号は、当該ループコ
イルでは受信されないので、処理制御部２０１０では検出されない。そして、処理制御部
２０１０は、その帰還されたバースト状信号を検出できたＸ軸方向ループコイル群２２１
のうちのループコイルの位置を検出することで、電子ペン１により指示された位置のＸ座
標値を求める。
【０１４３】
　次に、処理制御部２０１０は、ドライブ回路２０１２を駆動して励磁コイル２２４から
、所定時間、信号を電子ペン１に送信する。次に、処理制御部２０１０は、選択回路２２
３をＹ軸方向ループコイル群２２２のうちの一つのループコイルを順次に選択して、上述
したＸ軸方向ループコイル群２２１のループコイルについて処理と同様の処理をすること
で、電子ペン１により指示された位置のＹ座標値を求める。
【０１４４】
　以上のようにして、電子ペン１の指示位置を検出したら、処理制御部２０１０は、電子
ペン１からの付加情報としての筆圧情報及びタグ情報を検出するため、励磁コイル２２４
から所定時間以上継続した送信を行った後、座標検出の際と同様なタイミングで送受信を
付加情報のデジタル信号のビット数に応じた回数継続して行う。このとき、選択回路２２
３では、検出した座標値に従い、電子ペン１から最も近いループコイル（Ｘ軸方向ループ
コイル，Ｙ軸方向ループコイルのどちらでもよい）を選択して信号を送受信する。
【０１４５】
　一方、電子ペン１のＩＣ１００は、筆圧検出手段を構成する容量可変コンデンサの静電
容量Ｃｖに対応して得られた筆圧情報と受信したタグ情報とからなる付加情報のデジタル
信号により、タブレット端末２の位置検出装置部２０からの信号の送受信に同期してスイ
ッチ１０４をオン・オフ制御する。スイッチ１０４がオフであるときには、共振回路１０
３は、位置検出装置部２０から送信された信号を位置検出装置部２０に返送することがで
きるので、位置検出装置部２０のループコイルはこの信号を受信する。これに対して、ス
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イッチ１０４がオンであるときには共振回路１０３は共振動作が禁止された状態にあり、
このために、共振回路１０３から位置検出装置部２０に信号は返送されず、位置検出装置
部２０のループコイルは信号を受信しない。
【０１４６】
　位置検出装置部２０の座標データ形成部２０１の処理制御部２０１０は、受信信号の有
無の判別を付加情報のデジタル信号のビット数回行うことにより、筆圧情報及びタグ情報
に応じた複数ビットのデジタル信号を受信し、電子ペン１からの筆圧情報及びタグ情報を
検出することができる。したがって、電子ペン１は、筆圧情報とタグ情報とを、ＡＳＫ（
Amplitude Shift Keying）変調した信号として、タブレット端末２の位置検出装置部２０
に送信する。
【０１４７】
　＜サーバ装置５の構成例＞
　図１０は、第１の実施形態におけるサーバ装置５のハードウェア構成例を示すブロック
図である。サーバ装置５は、図１０に示すように、コンピュータで構成される制御部５１
に対して、システムバス５０を通じて通信部５２と、受信情報判別部５３と、ペンＩＤ対
応情報記憶部５４と、タグ情報対応情報記憶部５５と、提供情報生成部５６とが接続され
て構成されている。
【０１４８】
　通信部５２は、通信ネットワーク４を通じてパソコン３などと接続するためのもので、
無線通信部であってもよいし、有線通信部であってもよい。
【０１４９】
　受信情報判別部５３は、通信部５２において受信した情報提供要求を解析して、ペンＩ
Ｄやタグ情報が含まれているかどうかを判別し、その判別結果を提供情報生成部５６に供
給する。
【０１５０】
　ペンＩＤ対応情報記憶部５４は、前述の図４に示したペン対応情報を記憶する記憶部で
ある。また、タグ情報対応情報記憶部５５は、前述の図５に示したタグ情報対応情報を記
憶する記憶部である。
【０１５１】
　提供情報生成部５６は、受信情報判別部５３から受信したペンＩＤを参照情報として、
ペンＩＤ対応情報記憶部５４から、当該ペンＩＤに対応して記憶されている医師名の情報
を取得し、それを含めた提供情報を生成する。また、提供情報生成部５６は、受信情報判
別部５３から受信したタグ情報を参照情報として、タグ情報対応情報記憶部５５から、当
該タグ情報に対応して記憶されている図５の種々の情報を取得し、それを含めた提供情報
を生成する。そして、提供情報生成部５６は、生成した提供情報を、通信部５２を通じ、
通信ネットワーク４を通じて、情報提供要求をしてきた相手（パソコン３）に返信するよ
うにする。
【０１５２】
　なお、図１０のブロック構成において、受信情報判別部５３及び提供情報生成部５６は
、制御部５１が、ソフトウェア機能として実行するように構成することもできる。
【０１５３】
　［第１の実施形態の情報処理システムの各部の処理動作例］
　＜電子ペン１の処理動作例＞
　図１１は、第１の実施形態の電子ペン１の処理動作例を説明するためのフローチャート
を示す図である。
【０１５４】
　すなわち、電子ペン１の無線通信部１０９は、電子タグ発信器６との通信エリア内に入
ったか否かを常時監視して、その監視結果をＩＣ１００に供給している。電子ペン１では
、ＩＣ１００において、無線通信部１０９からの監視結果に基づいて、電子タグ発信器６
との通信エリア内に入ったか否かを判別する（ステップＳ１０１）。
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【０１５５】
　そして、このステップＳ１０１で、電子タグ発信器６との通信エリア内に入ってはいな
いと判別したときには、電子ペン１は、前述したように共振回路１０３を制御することで
、タブレット端末２からの送信信号に基づいて、位置検出用信号を帰還すると共に、筆圧
情報及びペンＩＤからなる付加情報をタブレット端末２に対して送信する（ステップＳ１
０２）。そして、ステップＳ１０１に戻り、このステップＳ１０１以降の処理を繰り返す
。
【０１５６】
　また、ステップＳ１０１で、電子タグ発信器６との通信エリア内に入ったと判別したと
きには、電子ペン１は、前述したように共振回路１０３を制御することで、タブレット端
末２からの送信信号に基づいて、位置検出用信号を帰還すると共に、筆圧情報、ペンＩＤ
及びタグ情報とからなる付加情報をタブレット端末２に対して送信する（ステップＳ１０
３）。
【０１５７】
　このステップＳ１０３の次には、電子ペン１は、ＩＣ１００において、無線通信部１０
９からの監視結果に基づいて、電子タグ発信器６との通信エリア外となったか否かを判別
する（ステップＳ１０４）。そして、このステップＳ１０４で、電子タグ発信器６との通
信エリア外となってはいないと判別したときには、電子ペン１は、処理をステップＳ１０
３に戻し、このステップＳ１０３以降の処理を繰り返す。
【０１５８】
　また、ステップＳ１０４で、電子タグ発信器６との通信エリア外となったと判別したと
きには、電子ペン１は、処理をステップＳ１０２に移行させて、このステップＳ１０２以
降の処理を繰り返す。
【０１５９】
　＜タブレット端末２の処理動作例＞
　図１２は、第１の実施形態のタブレット端末２の処理動作例を説明するためのフローチ
ャートを示す図である。この図１２の処理動作例は、タブレット端末２の位置検出装置部
２０のコントローラ２０２の処理動作の流れの例を示すものである。
【０１６０】
　すなわち、コントローラ２０２は、座標データ形成部２０１の処理制御部２０１０から
の電子ペン１によるペン指示入力の検出情報を受け付けたか否か判別する（ステップＳ２
０１）。
【０１６１】
　このステップＳ２０１で、処理制御部２０１０からの情報を受け付けたと判別したとき
には、コントローラ２０２は、受け付けた情報中にタグ情報が含まれているか否か判別す
る（ステップＳ２０２）。このステップＳ２０２で、受け付けた情報中にタグ情報が含ま
れていないと判別したときには、コントローラ２０２は、受け付けた情報に含まれる電子
ペン１による指示位置の情報とペンＩＤの情報とを対応付けて記憶部２０２１に記憶する
（ステップＳ２０３）。このとき、記憶部２０２１への記憶時の年月日時分秒の情報も併
せて対応付けられて記憶される。コントローラ２０２は、このステップＳ２０３の次には
、処理をステップＳ２０１に戻して、このステップＳ２０１以降の処理を繰り返す。
【０１６２】
　また、ステップＳ２０２で、受け付けた情報中にタグ情報が含まれていると判別したと
きには、コントローラ２０２は、受け付けた情報に含まれる電子ペン１による指示位置の
情報とペンＩＤの情報とタグ情報とを対応付けて記憶部２０２１に記憶する（ステップＳ
２０４）。このとき、記憶部２０２１への記憶時の年月日時分秒の情報も併せて対応付け
られて記憶される。コントローラ２０２は、このステップＳ２０４の次には、処理をステ
ップＳ２０１に戻して、このステップＳ２０１以降の処理を繰り返す。
【０１６３】
　また、ステップＳ２０１で、処理制御部２０１０からの情報を受け付けていないと判別
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したときには、コントローラ２０２は、ユーザＩ／Ｆ２０３を通じてパソコン３などの外
部機器への情報送出指示操作を受け取ったか否か判別する（ステップＳ２０５）。このス
テップＳ２０５で、外部機器への情報送出指示操作を受け取ってはいないと判別したとき
には、コントローラ２０２は、処理をステップＳ２０１に戻して、処理制御部２０１０か
らの情報を受け付けるのを待つ。
【０１６４】
　また、ステップＳ２０５で、外部機器への情報送出指示操作を受け取ったと判別したと
きには、コントローラ２０２は、記憶部２０２１に記憶している情報を、外部機器に送出
する（ステップＳ２０６）。なお、このとき、外部機器が表示部を備えているときには、
その外部機器の表示部に記憶部２０２１に記憶されている情報の一覧が表示され、その一
覧から外部機器に送出される情報を選択することができるように構成されている。
【０１６５】
　このステップＳ２０６の次には、コントローラ２０２は、処理をステップＳ２０１に戻
して、このステップＳ２０１以降の処理を繰り返す。
【０１６６】
　＜パソコン３の処理動作例＞
　図１３は、第１の実施形態のパソコン３の処理動作例を説明するためのフローチャート
を示す図である。なお、パソコン３には、タブレット端末２と接続されたときに起動する
アプリが、例えば予めサーバ装置５からダウンロードされてインストールされている。
【０１６７】
　パソコン３は、タブレット端末２が接続（この例では、無線接続）されたか否か判別し
（ステップＳ３０１）、接続されて否と判別したときには、その他の処理を実行し（ステ
ップＳ３０２）、その実行後、ステップＳ３０１に戻って、タブレット端末２が接続され
るのを監視する。
【０１６８】
　ステップＳ３０１で、タブレット端末２が接続されたと判別したときには、パソコン３
は、上記のアプリを起動して、タブレット端末２から送られてくる情報を受信し（ステッ
プＳ３０３）、その受信情報には、タグ情報が含まれているか否か判別する（ステップＳ
３０４）。
【０１６９】
　ステップＳ３０４で、受信情報にはタグ情報は含まれていないと判別したときには、パ
ソコン３は、受信情報に含まれているペンＩＤをサーバ装置５に送信する（ステップＳ３
０５）。すると、サーバ装置５からは、ペンＩＤに対応付けて記憶されている情報として
、この例では、医師名の情報が提供情報として送られてくるので、パソコン３は、このサ
ーバ装置５からの提供情報を受信する（ステップＳ３０６）。
【０１７０】
　そして、パソコン３は、受信した提供情報と、電子ペン１による指示位置の情報とを用
いて、表示情報を生成し（ステップＳ３０７）、その生成した表示情報を、パソコン３の
ディスプレイの表示画面に表示する（ステップＳ３１１）。この場合、例えば電子ペンに
よる指示位置の情報から医師が筆記した文字情報が、その医師名と対応付けられて表示さ
れる。このステップＳ３１１の次には、パソコン３は、終了指示を待って（ステップＳ３
１２）、この処理ルーチンを終了する。
【０１７１】
　ステップＳ３０４で、受信情報にはタグ情報が含まれていると判別したときには、パソ
コン３は、受信情報に含まれているペンＩＤとタグ情報とをサーバ装置５に送信する（ス
テップＳ３０８）。すると、サーバ装置５からは、ペンＩＤに対応付けられて記憶されて
いる情報として、この例では、医師名の情報と共に、タグ情報に対応付けられて記憶され
ている前述の図５に示したような所定の情報が提供情報として送られてくるので、パソコ
ン３は、このサーバ装置５からの提供情報を受信する（ステップＳ３０９）。
【０１７２】
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　そして、パソコン３は、受信した提供情報と、電子ペン１による指示位置の情報とを用
いて、表示情報を生成し（ステップＳ３１０）、その生成した表示情報を、パソコン３の
ディスプレイの表示画面に表示する（ステップＳ３１１）。この場合、パソコン３の表示
画面には、例えば図６に示したような表示画像が表示される。このステップＳ３１１の次
には、パソコン３は、終了指示を待って（ステップＳ３１２）、この処理ルーチンを終了
する。
【０１７３】
　＜サーバ装置５の処理動作例＞
　図１４は、第１の実施形態の情報処理システムにおけるサーバ装置５の処理動作例を説
明するためのフローチャートを示す図である。なお、この図１４の処理は、サーバ装置５
の制御部５１が、図１０のブロック構成において、受信情報判別部５３及び提供情報生成
部５６を、ソフトウェア機能として実行する場合として説明する。
【０１７４】
　サーバ装置５の制御部５１は、パソコン３からの情報提供要求を受信したか否か判別し
（ステップＳ５０１）、情報提供要求を受信してはいないと判別したときには、その他の
処理を実行し（ステップＳ５０２）、その実行後、ステップＳ５０１に戻って、パソコン
からの情報提供要求を受信するのを監視する。
【０１７５】
　ステップＳ５０１で、パソコン３からの情報提供要求を受信したと判別したときには、
制御部５１は、受信した情報提供要求には、ペンＩＤとタグ情報との両方を含むか否か判
別する（ステップＳ５０３）。このステップＳ５０３で、情報提供要求には、ペンＩＤの
みしか含まれていないと判別したときには、制御部５１は、そのペンＩＤによりペンＩＤ
対応情報記憶部５４を参照して、当該ペンＩＤに対応する情報、この例では医師名の情報
（図４参照）を読み出して、提供情報を生成する（ステップＳ５０４）。
【０１７６】
　また、ステップＳ５０１で、情報提供要求には、ペンＩＤとタグ情報の両方が含まれて
いると判別したときには、制御部５１は、ペンＩＤによりペンＩＤ対応情報記憶部５４を
参照して、当該ペンＩＤに対応する情報、この例では医師名の情報を読み出すと共に、タ
グ情報によりタグ情報対応情報記憶部５５を参照して、当該タグ情報に対応する情報（図
５参照）を読み出して、提供情報を生成する（ステップＳ５０５）。
【０１７７】
　そして、ステップＳ５０４またはステップＳ５０５の次には、制御部５１は、ステップ
Ｓ５０６に進み、ステップＳ５０４またはステップＳ５０５で生成された提供情報を、情
報提供要求してきたパソコン３に対して送信する（ステップＳ５０６）。そして、制御部
５１は、パソコン３からの終了要求を受信したか否か判別し（ステップＳ５０７）、終了
要求を受信してはいないと判別したときには、処理をステップＳ５０１に戻して、このス
テップＳ５０１以降の処理を繰り返す。また、ステップＳ５０７で、パソコン３からの終
了要求を受信したと判別したときには、制御部５１は、この処理ルーチンを終了する。
【０１７８】
　［第１の実施形態の変形例］
　なお、上述の例では、電子ペン１は、医師にのみ配布するようにしたが、各病室に患者
用の電子ペンが配布されていてもよい。その場合には、その患者用の電子ペンが、各患者
に対応付けられて、そのペンＩＤがサーバ装置に登録されていれば、患者の感想・意見等
の欄への記入情報と、医師の所見の欄への記入情報とは、ペンＩＤにより判別することが
できる。
【０１７９】
　また、記録用紙１４の文書フォーマットが、看護士の報告や意見の欄を備える場合にお
いては、看護士に電子ペンを配布すると共に、配布した電子ペンのペンＩＤを看護士名に
対応してサーバ装置５に登録しておけば、記録用紙１４における文書フォーマットにおけ
る看護士の記入欄への記入情報を、記入した看護士名に対応付けることができる。
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【０１８０】
　ただし、上述の例のように、記録用紙１４の文書フォーマットの医師用記入欄、患者用
記入欄、看護士用記入欄を、タブレット端末２のセンサ部上の座標情報による領域範囲と
して特定して登録しておけば、記入者が専用の電子ペンを所持していなくても、記入され
た筆記情報と、記入欄とを対応付けができて非常に便利である。
【０１８１】
　なお、上述の第１の実施形態の発明においては、ペンＩＤは必須ではなく、タグ情報の
みが電子ペン１からの位置検出用信号と共に送信されてくる構成であればよい。したがっ
て、医師が電子ペン１とタブレット端末２とを所持して回診するのではなく、各患者の病
室に電子ペン１及びタブレット端末２の両方が備えられていてもよいし、各患者の病室に
は電子ペン１またはタブレット端末２のいずれか一方が備えられていると共に、医師が電
子ペン１またはタブレット端末２の他方を持って回診するようにしてもよい。
【０１８２】
　各患者の病室に電子ペン１が備えられる場合には、電子ペン１のペンＩＤに対応して、
病室名（病室番号）あるいは患者名もしくは担当医師名をサーバ装置５に登録しておくよ
うにしてもよい。また、各患者の病室にタブレット端末２が備えられる場合には、そのタ
ブレット端末２のＩＤを、病室名（病室番号）あるいは患者名もしくは担当医師名を、サ
ーバ装置５に登録しておくようにしてもよい。さらに、各患者の病室に電子ペン１とタブ
レット端末２の両方が備えられている場合には、例えば、電子ペン１には患者名、タブレ
ット端末２には病室名（病室番号）もしくは担当医師名を、それぞれサーバ装置５に登録
しておくようにしてもよい。
【０１８３】
　なお、上述の実施形態の例では、サーバ装置５に記憶しているタグ情報対応情報は、電
子ペン１による指示位置の情報を表示する際に、その表示情報の生成のために用いる情報
としたが、サーバ装置５に記憶するタグ情報対応情報は、この例に限られるものではなく
、Ｔ，Ｐ，Ｏに応じた種々の情報とすることができる。
【０１８４】
　例えば、上述のような電子ペン１による指示位置の情報から表示情報の生成のために用
いる情報を、タグ情報対応情報とするのではなく、例えば表示色を変化させたり、表示態
様を制御したりする表示制御のための情報をタグ情報対応情報としてもよい。例えば、学
校において、実験室においては、電子ペンの指示位置の情報からなる軌跡（筆跡）が細字
の硬質ペンの筆跡となるようにする表示態様の制御情報を、電子タグ発信器のタグ情報に
対応する情報として記憶し、また、美術室では、電子ペンの指示位置の情報からなる軌跡
（筆跡）が太めの絵画用の筆の筆跡となるようにする表示態様の制御情報を、電子タグ発
信器のタグ情報に対応する情報として記憶する、などとすることができる。また、単に、
電子タグ発信器の設置場所に応じて、電子ペン１による筆跡の表示色を変えるように、タ
グ情報に対応する情報を記憶するようにしておいてもよい。
【０１８５】
　なお、上述の例では、各病室に電子タグ発信器を設置するようにしたが、例えば腕輪や
足環のように患者が身に着けることができるものに電子タグ発信器を設けて、患者に身に
着けてもらうようにしてもよい。
【０１８６】
　［第２の実施形態］
　上述の第１の実施形態では、電子タグ発信器６からのタグ情報は、電子ペン１が受信す
るようにしたが、タブレット端末２が受信するようにして以下に説明するように構成する
ことにより、上述の第１の実施形態と同様の作用効果を実現することができる。第２の実
施形態は、電子タグ発信器６からのタグ情報をタブレット端末が受信するようにする場合
である。
【０１８７】
　図１５は、この第２の実施形態の要部である電子ペン１Ａとタブレット端末２Ａと電子
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タグ発信器６との関係を示す図である。また、図１６は、電子ペン１Ａとタブレット端末
２Ａと電子タグ発信器６の電子回路構成例を示す図であり、第１の実施形態の場合の図９
に対応するものである。図１５及び図１６において、第１の実施形態と同一の構成部分に
は同一の参照符号を付与している。
【０１８８】
　すなわち、この第２の実施形態においても、電子タグ発信器６は、図１６に示すように
、第１の実施形態と同様に構成されている。そして、この第２の実施形態の電子ペン１Ａ
は、図１６に示すように、第１の実施形態の電子ペン１において、電子タグ発信器６から
のタグ情報を受信するためのブルートゥース（登録商標）規格の無線通信部１０９を備え
ない構成とされている。そして、第２の実施形態の電子ペン１ＡのＩＣ１００Ａは、付加
情報としては、タグ情報は含まず、筆圧情報とペンＩＤとされる点が第１の実施形態と異
なる。
【０１８９】
　また、この第２の実施形態のタブレット端末２Ａにおいては、図１６に示すように、電
子タグ発信器６からのタグ情報を受信するためのブルートゥース（登録商標）規格の無線
通信部２０４を備え、この無線通信部２０４で受信したタグ情報がコントローラ２０２Ａ
に供給されるように構成されている。そして、コントローラ２０２Ａは、無線通信部２０
４で受信したタグ情報に対応付けて、電子ペン１Ａによる指示位置の情報及びペンＩＤを
記憶部２０２１に記憶するようにする。その他の構成は、第１の実施形態と同様である。
【０１９０】
　図１７に、第２の実施形態のタブレット端末２Ａの処理動作例のフローチャートを示す
。この図１７の処理動作例は、タブレット端末２Ａの位置検出装置部２０Ａのコントロー
ラ２０２Ａの処理動作の流れの例を示すものである。
【０１９１】
　すなわち、コントローラ２０２Ａは、座標データ形成部２０１の処理制御部２０１０か
らの電子ペン１によるペン指示入力の検出情報を受け付けたか否か判別する（ステップＳ
２１１）。
【０１９２】
　このステップＳ２１１で、処理制御部２０１０からの情報を受け付けたと判別したとき
には、コントローラ２０２Ａは、無線通信部２０４からの電子タグ発信器６との通信エリ
ア内に入ったか否かの監視結果に基づいて、タブレット端末２Ａが電子タグ発信器６との
通信エリア内に在るか否かを判別する（ステップＳ２１２）。
【０１９３】
　このステップＳ２１２で、タブレット端末２Ａは電子タグ発信器６との通信エリア内で
はないと判別したときには、コントローラ２０２Ａは、ステップＳ２１１で受け付けたと
判別した情報に含まれる電子ペン１Ａによる指示位置の情報とペンＩＤの情報とを対応付
けて記憶部２０２１に記憶する（ステップＳ２１３）。このとき、記憶部２０２１への記
憶時の年月日時分秒の情報も併せて対応付けられて記憶される。コントローラ２０２Ａは
、このステップＳ２１３の次には、処理をステップＳ２１１に戻して、このステップＳ２
１１以降の処理を繰り返す。
【０１９４】
　また、ステップＳ２１２で、タブレット端末２Ａが電子タグ発信器６との通信エリア内
に在ると判別したときには、コントローラ２０２Ａは、無線通信部２０４で電子タグ発信
器６から受信したタグ情報と、電子ペン１による指示位置の情報とペンＩＤの情報とを対
応付けて記憶部２０２１に記憶する（ステップＳ２１４）。このとき、記憶部２０２１へ
の記憶時の年月日時分秒の情報も併せて対応付けられて記憶される。コントローラ２０２
Ａは、このステップＳ２１４の次には、処理をステップＳ２１１に戻して、このステップ
Ｓ２１１以降の処理を繰り返す。
【０１９５】
　また、ステップＳ２１１で、処理制御部２０１０からのペン指示入力の検出情報を受け
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付けていないと判別したときには、コントローラ２０２Ａは、ユーザＩ／Ｆ２０３を通じ
てパソコン３などの外部機器への情報送出指示操作を受け取ったか否か判別する（ステッ
プＳ２１５）。このステップＳ２１５で、外部機器への情報送出指示操作を受け取っては
いないと判別したときには、コントローラ２０２Ａは、処理をステップＳ２１１に戻して
、処理制御部２０１０からの情報を受け付けるのを待つ。
【０１９６】
　また、ステップＳ２１５で、外部機器への情報送出指示操作を受け取ったと判別したと
きには、コントローラ２０２Ａは、記憶部２０２１に記憶している情報を、外部機器に送
出する（ステップＳ２１６）。なお、このとき、外部機器が表示部を備えているときには
、その外部機器の表示部に記憶部２０２１に記憶されている情報の一覧が表示され、その
一覧から外部機器に送出される情報を選択することができるように構成されている。
【０１９７】
　このステップＳ２１６の次には、コントローラ２０２Ａは、処理をステップＳ２１１に
戻して、このステップＳ２１１以降の処理を繰り返す。
【０１９８】
　以上のようにして、この第２の実施形態のタブレット端末２Ａのコントローラ２０２Ａ
の記憶部２０２１には、第１の実施形態と同様に、タグ情報とペンＩＤと電子ペン１Ａに
よる指示位置の情報とが対応付けられて記憶されることになる。したがって、この第２の
実施形態においても、タブレット端末２Ａをパソコン３と接続した場合には、第１の実施
形態と同様の処理動作がなされて、パソコン３のディスプレイの表示画面には、第１の実
施形態と同様の処理結果が表示されるものである。
【０１９９】
　この第２の実施形態においても、上述した第１の実施形態の変形例で説明した変形例が
可能であることは言うまでもない。
【０２００】
　［第３の実施形態］
　上述した第１の実施形態及び第２の実施形態では、情報処理装置の一部を構成する電子
ペンとタブレット端末とのいずれかに電子タグ発信器からのタグ情報を受信する無線通信
部を設けるようにした。
【０２０１】
　しかし、電子ペンとタブレット端末との両方で、それぞれ互いに異なる固有の識別情報
からなるタグ情報を受信するように構成することで、電子ペンによる指示位置の情報につ
いて、第１の実施形態及び第２の実施形態の場合よりも、より複雑な処理をすることが可
能になる。第３の実施形態は、電子ペンとタブレット端末との両方で、互いに異なる電子
タグ発信器からのタグ情報を受信する場合である。
【０２０２】
　図１８は、この第３の実施形態による情報処理システムの全体の構成例の概要を示す図
である。この第３の実施形態の情報処理システムは、電子ペン１Ｂと、この電子ペン１Ｂ
による指示入力を受け付ける位置検出装置を備えるタブレット端末２Ｂと、タブレット端
末２Ｂと無線接続するパーソナルコンピュータ（以下、パソコンと略称する）３Ｂと、パ
ソコン３Ｂと通信ネットワーク４を通じて接続されるサーバ装置５Ｂと、電子ペン用電子
タグ発信器６Ｐ及びタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔとからなる。
【０２０３】
　すなわち、この第３の実施形態の情報処理システムは、第１の実施形態の情報処理シス
テムとは、電子タグ発信器として、電子ペン用電子タグ発信器６Ｐと、タブレット端末用
電子タグ発信器２Ｔとが設けられる点が異なる。そして、タブレット端末２Ｂは、第２の
実施形態のタブレット端末と同様に、タブレット端末用電子タグ発信器２Ｔからのタブレ
ット端末用のタグ情報ＴｇＴを受信する無線通信部を備える。その他の構成は第１の実施
形態の情報処理システムと同様である。
【０２０４】
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　電子ペン１Ｂ及び電子ペン用電子タグ発信器６Ｔのハードウエア構成及びその処理動作
は、第１の実施形態における電子ペン１及び電子タグ発信器６と同様である（図９、図１
１及び図１２参照）。また、パソコン３Ｂのハードウェア構成及びその処理動作は、第１
の実施形態におけるパソコン３と同様である（図１３参照）。
【０２０５】
　そして、サーバ装置５Ｂのハードウエア構成は、タグ情報対応情報記憶部５５の記憶内
容が、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰ及びタブレット端末用のタグ情報ＴｇＴに対応する所
定の情報である点が異なるだけで、その他の構成は、第１の実施形態と同様である。
【０２０６】
　そして、第３の実施形態におけるタブレット端末２Ｂは、ハードウェアは、図１６に示
したものとほぼ同様である。ただし、タブレット端末２Ｂの位置検出装置部２０Ｂのコン
トローラ２０２Ｂ（図示は省略）による電子ペン１Ｂによる指示位置の情報の記憶処理動
作が、第１の実施形態及び第２の実施形態とは異なる。
【０２０７】
　なお、電子ペン１Ａと電子ペン用電子タグ発信器６Ｐとの間での通信と、タブレット端
末２Ｂとタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔとの間での通信とが、互いに独立に行われ
て混信や干渉が生じないように構成されている。例えば、電子ペン１Ａと電子ペン用電子
タグ発信器６Ｐとの間で用いるブルートゥース（登録商標）規格の無線通信におけるパス
キーと、タブレット端末２Ｂとタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔとの間で用いるパス
キーとは、異なるものが用いられていて、互いの通信に混信や干渉が回避されている。
【０２０８】
　図１９に、この第３の実施形態におけるタブレット端末２Ｂの、電子ペン１Ｂによる指
示位置の情報の記憶処理動作例のフローチャートを示す。この図１９の処理動作例は、タ
ブレット端末２Ｂの位置検出装置部２０Ｂのコントローラ２０２Ｂの処理動作の流れの例
を示すものである。
【０２０９】
　すなわち、コントローラ２０２Ｂは、座標データ形成部２０１の処理制御部２０１０か
らの電子ペン１Ｂによるペン指示入力の検出情報を受け付けたか否か判別する（ステップ
Ｓ２２１）。
【０２１０】
　このステップＳ２２１で、処理制御部２０１０からの情報を受け付けたと判別したとき
には、コントローラ２０２Ｂは、無線通信部２０４からのタブレット端末用電子タグ発信
器６Ｔとの通信エリア内に入ったか否かの監視結果に基づいて、タブレット端末２Ｂがタ
ブレット端末用電子タグ発信器６Ｔとの通信エリア内に在るか否かを判別する（ステップ
Ｓ２２２）。
【０２１１】
　このステップＳ２２２で、タブレット端末２Ｂはタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔ
の通信エリア内に在ると判別したときには、コントローラ２０２Ｂは、ステップＳ２２１
で受け付けたと判別した情報に、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰを含むか否か判別する（ス
テップＳ２２３）。
【０２１２】
　このステップＳ２２３で、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰを含まないと判別したときには
、コントローラ２０２Ｂは、タブレット端末用電子タグ発信器６Ｔから受信したタブレッ
ト端末用のタグ情報ＴｇＴと、ステップＳ２２１で受け付けたと判別した情報に含まれる
電子ペン１Ｂによる指示位置の情報及びペンＩＤの情報とを対応付けて記憶部２０２１に
記憶する（ステップＳ２２４）。このとき、記憶部２０２１への記憶時の年月日時分秒の
情報も併せて対応付けられて記憶される。コントローラ２０２Ｂは、このステップＳ２２
４の次には、処理をステップＳ２２１に戻して、このステップＳ２２１以降の処理を繰り
返す。
【０２１３】
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　また、ステップＳ２２３で、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰを含むと判別したときには、
コントローラ２０２Ｂは、タブレット端末用電子タグ発信器６Ｔから受信したタブレット
端末用のタグ情報ＴｇＴと、ステップＳ２２１で受け付けたと判別した情報に含まれる電
子ペン１Ｂによる指示位置の情報とペンＩＤの情報と電子ペンのタグ情報ＴｇＰとを対応
付けて記憶部２０２１に記憶する（ステップＳ２２５）。このとき、記憶部２０２１への
記憶時の年月日時分秒の情報も併せて対応付けられて記憶される。コントローラ２０２Ｂ
は、このステップＳ２２５の次には、処理をステップＳ２２１に戻して、このステップＳ
２２１以降の処理を繰り返す。
【０２１４】
　また、ステップＳ２２２で、タブレット端末２Ｂがタブレット端末用電子タグ発信器６
Ｔとの通信エリア内となってはいないと判別したときには、コントローラ２０２Ｂは、ス
テップＳ２２１で受け付けたと判別した情報に、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰを含むか否
か判別する（ステップＳ２２６）。
【０２１５】
　このステップＳ２２６で、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰを含まないと判別したときには
、コントローラ２０２Ｂは、電子ペン１による指示位置の情報とペンＩＤの情報とを対応
付けて記憶部２０２１に記憶する（ステップＳ２２７）。このとき、記憶部２０２１への
記憶時の年月日時分秒の情報も併せて対応付けられて記憶される。コントローラ２０２Ｂ
は、このステップＳ２２７の次には、処理をステップＳ２２１に戻して、このステップＳ
２２１以降の処理を繰り返す。
【０２１６】
　また、ステップＳ２２６で、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰを含むと判別したときには、
コントローラ２０２Ｂは、当該電子ペン用のタグ情報ＴｇＰと、電子ペン１による指示位
置の情報とペンＩＤの情報とを対応付けて記憶部２０２１に記憶する（ステップＳ２２８
）。このとき、記憶部２０２１への記憶時の年月日時分秒の情報も併せて対応付けられて
記憶される。コントローラ２０２Ｂは、このステップＳ２２８の次には、処理をステップ
Ｓ２２１に戻して、このステップＳ２２１以降の処理を繰り返す。
【０２１７】
　そして、ステップＳ２２１で、処理制御部２０１０からのペン指示入力の検出情報を受
け付けていないと判別したときには、コントローラ２０２Ｂは、ユーザＩ／Ｆ２０３を通
じてパソコン３などの外部機器への情報送出指示操作を受け取ったか否か判別する（ステ
ップＳ２２９）。このステップＳ２２９で、外部機器への情報送出指示操作を受け取って
はいないと判別したときには、コントローラ２０２Ｂは、処理をステップＳ２２１に戻し
て、処理制御部２０１０からの情報を受け付けるのを待つ。
【０２１８】
　また、ステップＳ２２９で、外部機器への情報送出指示操作を受け取ったと判別したと
きには、コントローラ２０２Ｂは、記憶部２０２１に記憶している情報を、外部機器に送
出する（ステップＳ２３０）。なお、このとき、外部機器が表示部を備えているときには
、その外部機器の表示部に記憶部２０２１に記憶されている情報の一覧が表示され、その
一覧から外部機器に送出される情報を選択することができるように構成されている。
【０２１９】
　このステップＳ２３０の次には、コントローラ２０２Ｂは、処理をステップＳ２２１に
戻して、このステップＳ２２１以降の処理を繰り返す。
【０２２０】
　以上のようにして、この第３の実施形態のタブレット端末２Ｂのコントローラ２０２Ｂ
の記憶部２０２１には、電子ペン１Ｂ用のタグ情報ＴｇＰとペンＩＤと電子ペン１Ｂによ
る指示位置の情報に加えて、タブレット端末２Ｂ用のタグ情報ＴｇＴとが対応付けられて
記憶されることになる。したがって、この第３の実施形態によれば、電子ペン１Ｂ用のタ
グ情報ＴｇＰに対応付けられたＴ，Ｐ，Ｏに応じた（関連付けられた）所定の情報に加え
て、タブレット端末２Ｂ用のタグ情報ＴｇＴに対応付けられたＴ，Ｐ，Ｏに応じた所定の
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情報を、例えばサーバ装置５から取得することが可能となる。
【０２２１】
　このため、この第３の実施形態の情報処理システムにおいて、タブレット端末２Ｂをパ
ソコン３と接続した場合には、第１の実施形態や第２の実施形態の場合よりも、より複雑
な用途や状況に応じた処理動作が可能となるものである。
【０２２２】
　なお、この第３の実施形態の情報処理システムにおいて、電子ペン１ＢのペンＩＤのみ
ではなく、タブレット端末２ＢのＩＤをも、電子ペンによる指示位置の情報と対応付けて
記憶するおくことで、さらに、複雑な用途や状況に応じた処理動作が可能となるものであ
る。
【０２２３】
　なお、上述した第１～第３の実施形態において、サーバ装置に記憶しておくタグ情報に
対応する提供物としては、上述のようなＴ，Ｐ，Ｏに応じた（関連付けられた）所定の情
報とするだけではなく、アプリであってもよい。
【０２２４】
　［第４の実施形態］
　以上の実施形態においては、電子ペンによる指示位置の情報を、タグ情報や電子ペンの
ペンＩＤ及び／またはタブレット端末のＩＤと対応付けて、タブレット端末の記憶部に一
旦記憶し、その記憶した情報の内のタグ情報やペンＩＤやタブレット端末のＩＤを事後的
にサーバ装置に送り、電子ペンによる指示位置の情報を処理するようにした。
【０２２５】
　これに対して、電子ペンによる指示位置の情報を、タグ情報や電子ペンのペンＩＤ及び
／またはタブレット端末のＩＤと対応付けて、タブレット端末の記憶部に記憶するのでは
なく、それらの情報を用いて、リアルタイムにサーバ装置と連携を取ることで、所定の処
理を行う情報処理装置を構成することもできる。
【０２２６】
　図２０は、この第４の実施形態の場合の情報処理システムの構成例を示す図であり、電
子ペン１Ｃと、タブレット端末２Ｃと、パソコンの機能を有するパッド型端末３Ｃと、通
信ネットワーク４と、サーバ装置５Ｃと、電子ペン用電子タグ発信器６Ｐと、タブレット
端末用電子タグ発信器６Ｔとからなる。そして、電子ペン１Ｃと、タブレット端末２Ｃと
、パッド型端末３Ｃとにより情報処理装置が構成される。
【０２２７】
　この図２０の例においては、電子ペン１Ｃ及び電子ペン用電子タグ発信器６Ｃの構成は
、上述した第１の実施形態の電子ペン１及び電子タグ発信器６と同様の構成とされる。タ
ブレット端末２Ｃは、以下の点が異なるのみで、上述の第２の実施形態のタブレット端末
２Ａと同様の構成を備える。
【０２２８】
　この第４の実施形態のタブレット端末２Ｃは、常時、パッド型端末３Ｃと無線接続され
て、タブレット端末２Ｃにおいて電子ペン１Ｃから位置検出用信号、ペンＩＤ、電子ペン
用のタグ情報ＴｇＰを受け取った時には、位置検出用信号を用いて電子ペン１Ｃによる指
示位置を検出して、その検出した電子ペン１Ｃによる指示位置の情報と、ペンＩＤと、電
子ペン用のタグ情報ＴｇＰとを、バッファメモリを介して、あるいはバッファメモリを介
することなく、パッド型端末３Ｃに転送するようにする。
【０２２９】
　パッド型端末３Ｃは、タブレット端末２Ｃから電子ペン１による指示位置の情報と、ペ
ンＩＤと、タグ情報ＴｇＰとを受け取った時には、通信ネットワーク４を通じて、サーバ
装置５Ｃにアクセスし、タブレット端末用のタグ情報ＴｇＴや、電子ペン用のタグ情報Ｔ
ｇＰを含めた提供要求をして、この例では、対応する所定のアプリや提供情報（データ）
を取得し、その取得したアプリや提供情報（データ）を用いた処理を実行する。
【０２３０】
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　この第４の実施形態においては、サーバ装置５Ｃは、後述するように、タブレット端末
用のタグ情報ＴｇＴや、電子ペン用のタグ情報ＴｇＰに対応付けられたアプリ及び処理に
必要なデータを記憶しており、タブレット端末用のタグ情報ＴｇＴや、電子ペン用のタグ
情報ＴｇＰを含めた提供要求に応じて、対応するアプリ及び処理に必要なデータを提供す
る。パッド型端末３Ｃは、サーバ装置５から提供を受けたアプリを起動して、必要に応じ
て提供を受けたデータを用いながら、そのアプリを実行するようにする。
【０２３１】
　なお、図２０の例では、タブレット端末２Ｃとパッド型端末３Ｃとを別々に備えるもの
としたが、タブレット端末２Ｃの機能とパッド型端末３Ｃの機能とを搭載した１台の携帯
型装置の構成としてもよい。
【０２３２】
　この第４の実施形態の情報処理システムの具体的な使用例について以下に説明する。
【０２３３】
　＜第１の例＞
　以下に説明する第１の例においては、図２１に示すように、工場棟８内に、複数、例え
ば４個の作業工程ルーム８１，８２，８３，８４が存在していて、作業工程ルーム８１，
８２，８３，８４のそれぞれにおいて、作業記録を作成する場合を想定する。図２１の例
においては、工場棟８内には、製造ルーム８１、検査ルーム８２、出荷ルーム８３、補修
ルーム８４が備えられている。
【０２３４】
　そして、この実施形態では、作業工程ルーム８１，８２，８３，８４のそれぞれにおけ
る作業記録を、上述した電子ペン１Ｃによりタブレット端末２Ｃの紙挟み部２１Ｘで所定
位置に係止された記録用紙１４に対して入力するようにする。
【０２３５】
　この場合、作業工程ルーム８１，８２，８３，８４のそれぞれにおける作業記録として
必要となる項目は、互いに異なることが一般的である。例えば、図２２（Ａ）に、製造ル
ーム８１用の作業記録文書フォーマットの例を、図２２（Ｂ）に、検査ルーム８２用の作
業記録文書フォーマットの例を、それぞれ示す。
【０２３６】
　このように、各作業工程ルーム用の作業記録文書フォーマットが異なるので、従来は、
例えば、各作業工程ルーム用の作業記録文書フォーマットが印刷されている記録用紙に作
業記録を記帳し、その記帳した作業記録をＯＣＲ（Optical Character Recognition）な
どで読み取って、記帳事項を電子化し、その電子化したものを用いて各項目の記入データ
を、パソコンにオペレータがコピー入力したりする必要があった。また、タブレット端末
に各項目を記帳入力して記帳データを電子化した場合でも、各項目の電子データをパソコ
ンに入力する際には、何れの工場棟、何れの作業工程のルームの、何れの項目であるかを
、オペレータが指示入力しながら、入力を実行する必要があった。
【０２３７】
　この第４の実施形態の利用例の第１の例においては、以下に説明するように、各作業工
程ルームに、電子ペン用電子タグ発信器及びタブレット端末用電子タグ発信器を設置し、
それらから発信されるタグ情報ＴｇＰ及びＴｇＴに対応して、サーバ装置５Ｃに、後述す
るような所定の情報を登録しておくことにより、各作業工程ルームにおいて、タブレット
端末２Ｃにおいて電子ペン１Ｃによる座標入力を実行するだけで、その作業記録内容の電
子データの管理をすることができるようにしている。
【０２３８】
　この例の場合には、図２１に示すように、製造ルーム８１にはタブレット端末用電子タ
グ発信器６Ｔ１と電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ１を、検査ルーム８２にはタブレット端
末用電子タグ発信器６Ｔ２と電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ２を、出荷ルーム８３にはタ
ブレット端末用電子タグ発信器６Ｔ３と電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ３を、補修ルーム
８４にはタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔ４と電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ４を、
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それぞれ設置するようにする。
【０２３９】
　この例において、サーバ装置５Ｃに予め記憶されている内容の例を図２３に示す。すな
わち、サーバ装置５Ｃには、図２３に示すように、製造ルーム８１については、当該製造
ルーム８１に設置されているタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔ１からのタグ情報Ｔｇ
Ｔ１と電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ１からのタグ情報ＴｇＰ１とに対応して、提供する
アプリとして製造ルーム用アプリが、必要な提供情報として、図２２に示したような文書
フォーマットにおける各項目欄と、タブレット端末２Ｃのセンサ上での座標値との対応関
係を示す座標値－文書フォーマット対応テーブルの情報が記憶されている。
【０２４０】
　また、サーバ装置５Ｃには、図２３に示すように、検査ルーム８２については、当該検
査ルーム８２に設置されているタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔ２からのタグ情報Ｔ
ｇＴ２と電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ２からのタグ情報ＴｇＰ２とに対応して、提供す
るアプリとして検査ルーム用アプリが、必要な提供情報として、図２２（Ｂ）に示したよ
うな文書フォーマットにおける各項目欄と、タブレット端末２Ｃのセンサ上での座標値と
の対応関係を示す座標値－文書フォーマット対応テーブルの情報が記憶されている。
【０２４１】
　サーバ装置５Ｃには、図２３に示すように、出荷ルーム８３及び補修ルーム８４につい
ても同様に、それぞれに設置されているタブレット端末用電子タグ発信器６Ｔ３及びタブ
レット端末用電子タグ発信器６Ｔ４からのタグ情報ＴｇＴ３及びタグ情報ＴｇＴ４と電子
ペン用電子タグ発信器６Ｐ３及び電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ４からのタグ情報ＴｇＰ
３及びタグ情報ＴｇＰ４とに対応して、提供するアプリとして出荷ルーム用アプリ及び補
修用アプリが、必要な提供情報として、座標値－文書フォーマット対応テーブルの情報が
記憶されている。
【０２４２】
　この例の場合、記入担当者が、電子ペン１Ｃ及びタブレット端末２Ｃ並びにパッド型端
末３Ｃを持って各ルームに入ると、それぞれのルームに設置されている電子ペン用電子タ
グ発信器及びタブレット端末用電子タグ発信器からのタグ情報を、電子ペン１Ｃ及びタブ
レット端末２Ｃが受信可能の状態となる。そのため、記入担当者が電子ペン１Ｃをタブレ
ット端末２Ｃのセンサ部上に持ち来すようにすると、タブレット端末２Ｃは、電子ペン１
Ｃからの信号として電子ペン用電子タグ発信器からの電子ペン用のタグ情報を受信すると
共に、当該タブレット端末２Ｃ自身で、タブレット端末用電子タグ発信器からのタグ情報
を受信する。そして、タブレット端末２Ｃは、その受信した電子ペン用のタグ情報および
タブレット端末用のタグ情報をパッド型端末３Ｃに送る。
【０２４３】
　パッド型端末３Ｃは、タブレット端末２Ｃから電子ペン用のタグ情報およびタブレット
端末用のタグ情報を受け取った時には、それを通信ネットワーク４を通じてサーバ装置５
Ｃに送って提供要求をする。サーバ装置５Ｃは、このタブレット端末２Ｃからの提供要求
を受け取ると、電子ペン用のタグ情報およびタブレット端末用のタグ情報に対応付けられ
て記憶されているアプリと、提供情報を、要求してきたパッド型端末３Ｃに送る。
【０２４４】
　パッド型端末３Ｃは、サーバ装置５Ｃから送られてきたアプリを起動し、その表示画面
に、例えば図２２（Ａ）、（Ｂ）に示したような各ルーム用の文書フォーマットに応じた
表示画像を表示すると共に、タブレット端末２Ｃを通じて送られてくる電子ペン１Ｃによ
る指示位置の情報を処理して、提供情報である座標値－文書フォーマット対応テーブルの
情報を用いて、表示画面に反映させるようにする。また、パッド型端末３Ｃは、座標値－
文書フォーマット対応テーブルの情報を用いて、当該文書フォーマットについて、各項目
ごとに、電子ペンによる指示位置の情報（文字テキストなど）を保存するようにする。
【０２４５】
　したがって、この実施形態においては、記入担当者は、電子ペン１Ｃ及びタブレット端
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末２Ｃ並びにパッド型端末３Ｃを持って各ルームに入ると、パッド型端末３Ｃの表示画面
には、その入室したルーム用の文書フォーマットに応じた表示画像が表示される。記録用
紙１４には、各ルーム用の文書フォーマットが印刷されており、当該記録用紙１４を、前
述したように、タブレット端末２ＣＡの所定の位置に紙挟み部２１Ｘにより係止すること
で、記録用紙に印刷されている文書フォーマットの各項目欄のセンサ部上の座標位置が、
サーバ装置５Ｃから取得した座標値－文書フォーマット対応テーブルにおける各項目の座
標位置とが対応したものとなる。
【０２４６】
　したがって、電子ペン１Ｃによって、タブレット端末２Ｃに係止されている記録用紙の
文書フォーマットの各項目に筆記入力すると、タブレット端末２Ｃでは、サーバ装置５Ｃ
から取得したアプリにより、座標値－文書フォーマット対応テーブルの情報を用いて、電
子ペン１Ｃによる指示位置の情報を処理するので、パッド型端末３Ｃの表示画面に表示さ
れる文書フォーマットに応じた表示画像における各項目の欄には、電子ペン１Ｃにより記
録用紙１４に筆記入力した通りの内容の文字などが表示されることになる。したがって、
記入担当者は、電子ペン１Ｃによるタブレット端末２Ｃに係止した記録用紙１４への筆記
入力に応じた電子データ（電子ペン１Ｃによる指示位置の情報としての筆跡データ）の内
容を、パッド型端末３Ｃの表示画面において確認することができる。
【０２４７】
　この場合に、サーバ装置３Ｃから提供アプリ及び提供情報を取得するためには、タグ情
報としては、電子ペン用電子タグ発信器からのタグ情報と、タブレット端末用電子タグ発
信器からのタグ情報とのいずれか一方のみとしてもよい。しかし、上述の例のように、電
子ペン用電子タグ発信器からのタグ情報と、タブレット端末用電子タグ発信器からのタグ
情報との両方に応じて、サーバ装置３Ｃから提供アプリ及び提供情報を取得することがで
きるようにすることにより、記入情報についてのセキュリティや、信頼性を高めることが
できる。
【０２４８】
　例えば、タブレット端末用電子タグ発信器からのタグ情報は、設置される各ルームに対
応付ける。そして、電子ペン用電子タグ発信器からのタグ情報は、記入担当者の認証用と
するようにする。すなわち、各ルームにおける記入担当者は、その権限が与えられた者と
することが多いが、電子ペン用電子タグ発信器からのタグ情報を受信することができる機
能を備える電子ペン１Ｃは、記入担当者のみに配布するようにしておくものである。
【０２４９】
　このようにすれば、サーバ装置５Ｃでは、タブレット端末用電子タグ発信器からのタグ
情報により、何れのルームのものであるかを認識することでき、そして、電子ペン用電子
タグ発信器からのタグ情報により、タブレット端末用電子タグ発信器からのタグ情報によ
り認識されたルームにおいて、記入担当者が所持している電子ペンにより指示入力がされ
ていることを確認することができる。
【０２５０】
　この場合には、各ルームにタブレット端末２Ｃ及びパッド型端末３Ｃを設置しておくこ
とも可能で、記入担当者は、電子ペン１Ｃのみを所持して、記入が必要なルームに赴けば
よい。
【０２５１】
　なお、電子ペン１ＣのペンＩＤに対応して、権限を有する記入担当者をサーバ装置に登
録して記憶しておき、パッド型端末３ＣからペンＩＤを含む情報提供を送るようにすれば
、パッド型端末３Ｃでは、誰が記入担当者として記入したかをも記憶しておくことが可能
となる。
【０２５２】
　なお、この第１の例において、各ルームにパッド型端末３Ｃの機能を備えるパソコンを
用意しておき、そのパソコンとタブレット端末２Ｃとを無線接続、あるいは有線接続する
ように構成することもできる。また、前述したように、タブレット端末２Ｃとパッド型端



(46) JP 6261153 B1 2018.1.17

10

20

30

40

50

末３Ｃの機能を備える１台の装置を用いる構成とすることもできるのは勿論である。
【０２５３】
　＜第２の例＞
　この第４の実施形態における情報処理システムの利用例の第２の例は、店舗において、
クレジットカードによる決済を、クレジットカードを用いずに、電子ペン１Ｃを用いるこ
とで可能とするようにする。すなわち、ここで、このような決済が可能な店舗には、電子
ペン用電子タグ発信器と、タブレット端末用電子タグ発信器とが設置される。タブレット
端末２Ｃ及びパッド型端末３Ｃは、店舗に設置されていてもよいし、利用者が所持してい
てもよい。そして、この例では、電子ペン１Ｃは、利用者個人用のものを使用する。
【０２５４】
　サーバ装置５Ｃのタグ情報対応情報記憶部に、図２４に示すような対応テーブルが記憶
されている。すなわち、店舗Ａに設置されたタブレット端末用電子タグ発信器からのタグ
情報ＴｇＴＡに対応付けられて、当該設置店舗Ａ用のクレジット決済用アプリケーション
及び必要な提供情報が記憶される。また、店舗Ｂに設置されたタブレット端末用電子タグ
発信器からのタグ情報ＴｇＴＢに対応付けられて、当該設置店舗Ｂ用のクレジット決済用
アプリケーション及び必要な提供情報が記憶される。
【０２５５】
　また、店舗Ａに設置された電子ペン用電子タグ発信器からのタグ情報ＴｇＰＡに対応付
けられて、当該設置店舗Ａ用の署名認証用アプリケーション及び必要な提供情報が記憶さ
れる。また、店舗Ｂに設置された電子ペン用電子タグ発信器からのタグ情報ＴｇＰＢに対
応付けられて、当該設置店舗Ｂ用の署名認証用アプリケーション及び必要な提供情報が記
憶される。図２４では省略したが、他の店舗についても同様にして、設置されたタブレッ
ト端末用電子タグ発信器からのタグ情報に対応付けられて、当該設置店舗用のクレジット
決済用アプリケーション及び必要な提供情報が記憶され、設置された電子ペン用電子タグ
発信器からのタグ情報に対応付けられて、当該設置店舗用の署名認証用アプリケーション
及び必要な提供情報が記憶される。
【０２５６】
　また、サーバ装置５ＣのペンＩＤ対応情報記憶部には、図２５に示すように、各利用者
Ａ，Ｂ，Ｃ・・・が所持する電子ペン１ＣＡ，電子ペン１Ｂ，電子ペン１Ｃ・・・のペン
ＩＤのデータＩＤＡ，ＩＤＢ，ＩＤＣ，・・・に対して、クレジットカードのカード番号
と、各利用者Ａ，Ｂ，Ｃ・・・の署名情報（筆跡情報）が記憶されている。このペンＩＤ
対応情報記憶部への記憶は、サーバ装置５Ｃが、利用者による登録要求を受け付けて実行
する。すなわち、利用者は、事前にサーバ装置５Ｃにアクセスし、自身が所有する電子ペ
ン１ＣのペンＩＤをサーバ装置５Ｃに登録すると共に、そのペンＩＤに対応付けて、決済
用のクレジットカードのカード番号を登録しておくようにするものである。
【０２５７】
　この第２の例におけるクレジット決済処理の流れを、図２６のシーケンス図を用いて説
明する。なお、この図２６のシーケンス図の例は、利用者Ａが自身の電子ペン１ＣＡを用
いて、店舗Ａにおいてクレジット決済をする場合として説明する。そして、この例の場合
、店舗Ａには、当該店舗用として、タブレット端末２ＣＡと、パッド型端末３ＣＡとが設
けられているものとする。
【０２５８】
　図２６に示すように、店舗Ａにおいては、当該店舗Ａに設置されているタブレット端末
用電子タグ発信器６ＴＡからのタグ情報ＴｇＴＡがタブレット端末２ＣＡを通じてパッド
型端末３ＣＡに送られている。店舗Ａの販売員は、パッド型端末３ＣＡを操作して、サー
バ装置５Ｃに対して、タブレット端末用電子タグ発信器６ＴＡからのタグ情報ＴｇＴＡを
含む提供情報を送信するようにする。
【０２５９】
　すると、サーバ装置５Ｃからは、タグ情報対応記憶部に記憶されているタブレット端末
用のタグ情報ＴｇＴＡに対応する店舗Ａ用のクレジット決済用アプリ及び提供情報がパッ
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ド型端末３ＣＡに送られてくる。パッド型端末３ＣＡは、サーバ装置５Ｃから受け取った
店舗Ａ用のクレジット決済用アプリを起動し、提供情報を用いて、その表示画面にクレジ
ット決済用の表示画像を表示する。このときの表示画像中には、利用者による署名入力欄
は表示されていない。店舗Ａの販売員は、この表示画像を確認した後、タブレット端末２
ＣＡの紙挟み部２１Ｘによって記録用紙１４を所定の位置に係止させる。
【０２６０】
　そして、販売員は、利用者Ａの電子ペン１ＣＡを借りて、記録用紙１４への必要な決済
情報の入力をする。あるいは、利用者Ａが、自身の電子ペン１ＣＡにより、記録用紙１４
への必要な決済情報の入力をしてもよい。このとき、電子ペン１ＣＡは、電子ペン用電子
タグ発信器６ＰＡからのタグ情報ＴｇＰＡを受信しているので、タブレット端末２ＣＡに
対して、位置検出用信号と共に、タグ情報ＴｇＰを送るようにする。タブレット端末２Ｃ
Ａは、位置検出用信号に基づいて電子ペン１ＣＡによる指示位置の情報を検出し、その検
出した指示位置の情報と、受信したタグ情報ＴｇＰと対応付けて一時記憶する。
【０２６１】
　そして、タブレット端末２ＣＡは、電子ペン１ＣＡから受信した情報中に、電子ペン用
電子タグ発信器６ＰＡからのタグ情報ＴｇＰＡが含まれている場合には、そのタグ情報Ｔ
ｇＰＡをパッド型端末３ＣＡに送る。パッド型端末３ＣＡは、このタグ情報ＴｇＰＡを含
む提供要求をサーバ装置５Ｃに送る。
【０２６２】
　すると、サーバ装置５Ｃからは、タグ情報対応記憶部に記憶されている電子ペン用のタ
グ情報ＴｇＰＡに対応する店舗Ａ用の署名用アプリ及び提供情報がパッド型端末３ＣＡに
送られてくる。パッド型端末３ＣＡは、サーバ装置５Ｃから受け取った店舗Ａ用の署名用
アプリを起動する。署名用アプリは、パッド型端末３ＣＡの表示画面に署名入力欄を表示
して、その署名入力欄への電子ペン１ＣＡによる署名入力が可能になったことを報知する
。店舗Ａの販売員は、このパッド型端末３ＣＡの表示画面における署名入力欄を確認し、
利用者に、記録用紙１４の署名入力欄への署名入力を促すようにする。
【０２６３】
　そこで、利用者は、タブレット端末２ＣＡに係止されている記録用紙１４の署名入力欄
に、電子ペン１ＣＡのボールペン機能を用いて自身の署名を筆記入力する。すると、タブ
レット端末２ＣＡは、この署名入力操作による署名入力情報を、電子ペン１Ｃによる指示
位置の情報として検出し、電子ペン１ＣＡのペンＩＤと対応付けて、パッド型端末３Ｃに
送る。
【０２６４】
　パッド型端末３Ｃは、署名用アプリにより、タブレット端末２ＣＡから受け取った署名
入力情報とペンＩＤとを含む認証要求を、サーバ装置５Ｃに送る。
【０２６５】
　サーバ装置５Ｃは、この認証要求を受け取ると、ペンＩＤにより図２５のペンＩＤ対応
情報記憶部を参照し、記憶されている署名情報と、認証要求に含まれている署名入力情報
とを比較して、両者の一致度により、署名についての認証を行う。そして、その署名につ
いての認証の結果がＯＫであるときには、認証ＯＫをパッド型端末３ＣＡに通知する。パ
ッド型端末３ＣＡは、この認証ＯＫの通知に基づいて、認証ＯＫを表示画面に表示して、
店舗Ａの販売員や利用者に報知する。そして、パッド型端末３ＣＡは、認証ＯＫの通知の
受信に基づいて、入力済みの決済情報をサーバ装置５Ｃに送る。
【０２６６】
　サーバ装置５Ｃは、署名認証がＯＫであると判定したときには、パッド型端末３ＣＡか
らの決済情報を待ち、当該決済情報を受信した、認証要求に含まれていたペンＩＤに対応
付けられているクレジットカード番号を用いて、クレジット決済を実行する。そして、サ
ーバ装置５Ｃは、クレジット決済完了通知を、パッド型端末３ＣＡに送る。
【０２６７】
　パッド型端末３ＣＡは、サーバ装置５Ｃからのクレジット決済完了通知を受信すると、
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決済完了を表示画面に表示して、店舗Ａの販売員及び利用者Ａに報知する。
【０２６８】
　なお、記憶されている署名情報と、認証要求に含まれている署名入力情報とが一致して
いると認定できなかったときには、署名認証ＮＧを送り、再度の署名入力を促したり、電
子ペン１ＣＡによるクレジット決済の拒否通知をしたりする。
【０２６９】
　また、サーバ装置５Ｃは、認証要求に含まれるペンＩＤに対応して、クレジットカード
番号や、署名情報が記憶されていなかったときには、電子ペン１ＣＡによるクレジット決
済の拒否通知をする。その場合には、クレジットカードを用いた電子決済が実行できるよ
うにしてもよい。
【０２７０】
　以上のようにして、この第２の例によれば、利用者は、自身が所持する電子ペン１ＣＡ
のペンＩＤに対応付けて、サーバ装置５Ｃに登録しておくと共に、署名情報を登録してお
くことで、クレジットカードを用いずに、電子ペン１ＣＡにより、店舗でのクレジット決
済が可能となる。
【０２７１】
　なお、この第２の例では、署名情報を用いた認証を行うようにしたが、電子ペンのペン
ＩＤのみにより、クレジット決済をすることができるようにしてもよい。ただし、この第
２の例のように、署名情報をも用いたクレジット決済をするようにすれば、電子ペンを紛
失したときに、悪意の利用者が当該電子ペンを用いてクレジット決済をするのを防止する
ことができ、セキュリティ保護効果が高い。
【０２７２】
　なお、上述の例では、サーバ装置５Ｃには、電子ペンのペンＩＤに対応付けて、クレジ
ットカード番号や署名情報を登録して記憶しておくようにしたが、タブレット端末２ＣＡ
が、利用者の個人用とする場合には、ペンＩＤに代えて、タブレット端末２ＣＡのＩＤに
対応付けて、クレジットカード番号や署名情報を登録して記憶しておくようにしてもよい
。この場合も、署名情報による認証をすることなく、タブレット端末２ＣＡのＩＤのみに
よりクレジットカード番号を読み出すようにして、クレジット決済をすることができるよ
うにしてもよい。
【０２７３】
　また、ペンＩＤやタブレット端末２ＣＡのＩＤではなく、利用者が設定したパスワード
に対応付けて、クレジットカード番号や署名情報を登録して記憶しておくようにしてもよ
い。この場合も、署名情報による認証をすることなく、利用者が設定したパスワードのみ
によりクレジットカード番号を読み出すようにして、クレジット決済をすることができる
ようにしてもよい。
【０２７４】
　＜第３の例＞
　この第４の実施形態における情報処理システムの利用例の第３の例は、上述の第２の例
と同様に、店舗において、クレジットカードによる決済を、クレジットカードを用いずに
、電子ペン１Ｃを用いることで可能とする例である。ただし、電子ペン用電子タグ発信器
６Ｐの近傍でしか、認証動作を行うことができない点が第２の例と異なる。
【０２７５】
　電子ペン用電子タグ発信器６Ｐは、タグ情報ＴｇＰの信号出力を調整することで、タグ
情報ＴｇＰの伝達範囲を設定することができる。そこで、第３の例では、電子ペン用電子
タグ発信器６Ｐを、例えば、店舗のレジ付近に置き、その付近でしかサイン照合による決
済ができないようにする。
【０２７６】
　具体的には、タブレット端末２Ｃは、電子ペン１Ｃから電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ
のタグ情報ＴｇＰを受け取って、そのタグ情報ＴｇＰをパット型端末３Ｃを通してサーバ
装置５Ｃに送信する。この時、サーバ装置５Ｃは、タグ情報ＴｇＰＡを受信したことを検
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出した場合は、署名入力欄を表示させるアプリを送信、または、パット型端末３Ｃにイン
ストールされている署名入力欄を表示させるアプリを起動させる命令を、パット型端末３
Ｃに返す。その命令を受けてパット型端末３Ｃは、署名入力欄を表示させる。パット型端
末３Ｃの表示画面に、この署名入力欄が表示されることで、電子ペン１Ｃによる署名を入
力することができ、サイン照合が可能となる。
【０２７７】
　一方、電子ペン１Ｃは、電子ペン用電子タグ発信器６Ｐ近傍でないときには、タグ情報
ＴｇＰを受け取ることができない。そのため、パット型端末３Ｃに電子ペン１Ｃが近づい
たとしても、タグ情報ＴｇＰをサーバ装置５Ｃに送ることができず、パット型端末３Ｃで
は署名入力欄を表示させるアプリの起動が行われない。これにより、サイン照合をするこ
とができず、決済は不可能となる。
【０２７８】
　したがって、この第３の例では、常に、販売員の見ている傍など、不正なペン入力を防
止できる場所での決済動作を行うことができ、セキュリティー上好ましい。すなわち、例
えば、決済を行う際、例えば他人の電子ペンを盗んだ悪意の決済者が、販売員の見ていな
いところで、電子ペンの所有者である他人のサインを見ながらそれを真似て入力したり、
前記他人のサインをなぞって入力したりというような不正な行為を防止することできる。
【０２７９】
　なお、上述の第４の実施形態では、サーバ装置５Ｃから所得したアプリは、自動起動す
るようにしたが、パッド型端末が、サーバ装置５Ｃからアプリを取得した後、当該アプリ
が立ち上げ可能になったことを表示し、それに応じて記入担当者や店舗の販売員等が起動
操作をすることで、起動させるようにしてもよい。
【０２８０】
　また、上述の第４の実施形態では、サーバ装置５Ｃからアプリを取得するようにしたが
、アプリは、パッド型端末に予めインストールしておいて、当該アプリで使用する上述の
ような必要な情報のみを、タグ情報に基づいて、サーバ装置から取得するように構成して
もよい。
【０２８１】
　［その他の実施形態または変形例］
　上述の実施形態の電子ペンは、電磁誘導結合方式の電子ペンであったが、この発明の電
子ペンは、自身が信号発信回路を有するアクティブ静電容量方式の電子ペンであっても、
勿論よい。
【０２８２】
　図２７は、アクティブ静電容量方式の電子ペン１Ｄと、当該電子ペン１Ｄと共に使用さ
れるタブレット端末２Ｄの位置検出装置部の主要部の回路例を示す図である。この例は、
第１の実施形態における電子ペン１に代わって、電子ペン１Ｄが用いられる場合として示
している。
【０２８３】
　この例のアクティブ静電容量方式の電子ペン１Ｄは、電子タグ発信器６からのタグ情報
Ｔｇを受信する無線通信部１０９Ｄを備えると共に、信号発信部１００Ｄを備える。そし
て、電子ペン１Ｄは、位置検出用信号として所定の周波数の交流信号を、導電性材料から
なる芯体１ＳＤから送出すると共に、付加情報として、筆圧情報、ペンＩＤ及び電子タグ
発信器６から受信したタグ情報Ｔｇを、芯体１ＳＤから送出する。
【０２８４】
　タブレット端末２Ｄの位置検出装置部２０Ｄは、図２７に示すように、センサ部２２Ｄ
と、このセンサ部２２Ｄに接続される座標データ形成部２０１Ｄと、コントローラ（図２
７では図示を省略）で構成されている。
【０２８５】
　センサ部２２Ｄは、下層側から順に、第１の導体群、絶縁層（図示は省略）、第２の導
体群を積層して形成されたものである。第１の導体群は、横方向（Ｘ軸方向）に延在した
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複数の第１の導体２２１Ｙ１、２２１Ｙ２、…、２２１Ｙｍ（ｍは１以上の整数）を互い
に所定間隔離して並列に、Ｙ軸方向に配置したものである。また、第２の導体群は、第１
の導体２２１Ｙ１、２２１Ｙ２、…、２２１Ｙｍの延在方向に対して交差する方向、この
例では直交する縦方向（Ｙ軸方向）に延在した複数の第２の導体２２２Ｘ１、２２２Ｘ２

、…、２２２Ｘｎ（ｎは１以上の整数）を互いに所定間隔離して並列に、Ｘ軸方向に配置
したものである。
【０２８６】
　座標データ形成部２０１Ｄは、センサ部２２Ｄとの入出力インターフェースとされる選
択回路２２３Ｄと、増幅回路２０１３Ｄと、バンドパスフィルタ２０１４Ｄと、検波回路
２０１５Ｄと、サンプルホールド回路２０１６Ｄと、ＡＤ（Analog　to　Digital）変換
回路２０１７Ｄと、処理制御回路２０１０Ｄとからなる。
【０２８７】
　選択回路２２３Ｄは、処理制御回路２０１０Ｄからの制御信号に基づいて、第１の導体
群２２１Ｙ１、２２１Ｙ２、…、２２１Ｙｍおよび第２の導体群２２２Ｘ１、２２２Ｘ２

、…、２２２Ｘｎの中からそれぞれ１本の導体を選択する。選択回路２２３Ｄにより選択
された導体は増幅回路２０１３Ｄに接続され、電子ペン１Ｄからの信号が、選択された導
体により検出されて増幅回路２０１３Ｄにより増幅される。この増幅回路２０１３Ｄの出
力はバンドパスフィルタ２０１４Ｄに供給されて、電子ペン１Ｄから送信される信号の周
波数の成分のみが抽出される。
【０２８８】
　バンドパスフィルタ２０１４Ｄの出力信号は検波回路２０１５Ｄによって検波される。
この検波回路２０１５Ｄの出力信号はサンプルホールド回路２０１６Ｄに供給されて、処
理制御回路２０１０Ｄからのサンプリング信号により、所定のタイミングでサンプルホー
ルドされた後、ＡＤ変換回路２０１７Ｄによってデジタル値に変換される。ＡＤ変換回路
２０１７Ｄからのデジタルデータは処理制御回路２０１０Ｄによって読み取られる。
【０２８９】
　制御回路２０１０Ｄは、ＡＤ変換回路２０１７Ｄからのデジタルデータから、電子ペン
１Ｄによって指示されたセンサ部２２Ｄ上の位置座標（電子ペン１Ｄによる指示位置の情
報）を検出すると共に、電子ペン１Ｄから送られてくる筆圧情報、ペンＩＤ及びタグ情報
などからなる付加情報を検出する。そして、処理制御回路２０１０Ｄは、検出した電子ペ
ン１Ｄによる指示位置の情報と、付加情報とを、図示を省略したコントローラに供給する
。コントローラは、受け取った電子ペン１Ｄによる指示位置の情報や付加情報を、上述し
た実施形態の場合と同様にして、その記憶部に記憶したり、外部に出力したりする。
【０２９０】
　この例の電子ペン１Ｄは、図２８（Ｃ）に示すように、位置検出用信号送信期間と付加
情報送信期間を１周期とするパターンの信号を繰り返し出力するようにする。図２８（Ａ
）は、電子ペン１Ｄにおける送信制御信号の例を示すものである。この図２８（Ａ）の送
信制御信号のハイレベルを維持する一定期間は、位置検出用信号送信期間として、この期
間では、図２８（Ｂ）に示すように、所定の周波数の発振信号をバースト信号として連続
送信する。
【０２９１】
　位置検出用信号送信期間の長さは、タブレット端末２Ｄの座標データ形成部２０１Ｄに
おいて、電子ペン１Ｄによるセンサ部２２Ｄ上の指示位置を検出することが可能な時間長
とされ、例えば第１の導体２２１Ｙ及び第２の導体２２２Ｘの全てを１回以上、好ましく
は複数回以上スキャンすることができる時間長とされる。
【０２９２】
　そして、電子ペン１Ｄにおいては、図２８（Ａ）に示すように、位置検出用信号送信期
間の終了後の付加情報送信期間において、送信制御信号を所定の周期（Td）でハイレベル
またはローレベルに制御することにより、所定の周波数の交流信号をＡＳＫ（Amplitude 
Shift Keying）変調する。ＡＳＫ変調の代わりに、ＯＯＫ（On　Off　Keying）信号とす
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るようにしてもよい。
【０２９３】
　このとき、位置検出用信号送信期間の後の所定の周期(Td)の初回は必ずハイレベルとし
、それを図２８（Ｃ）のスタート信号とする。このスタート信号は、以降の付加情報送出
タイミングをタブレット端末２Ｄの座標データ形成部２０１Ｄで正確に判定することがで
きるようにするためのタイミング信号である。なお、このスタート信号に代えて、位置検
出用信号送信期間のバースト信号をタイミング信号として利用することもできる。
【０２９４】
　電子ペン１Ｄは、付加情報送信期間において、スタート信号に続いて、複数ビットの筆
圧情報、複数ビットのペンＩＤ及び複数ビットのタグ情報を順次送信する。この場合に、
図２８（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、送信データ（２進コード）が「０」のときは、送
信制御信号（図２８Ａ）をローレベルとして交流信号の送出はせず、送信データ（２進コ
ード）が「１」のときは送信制御信号をハイレベルとして交流信号を送出するように制御
して、ＡＳＫ変調を行うようにする。
【０２９５】
　タブレット端末２Ｄの座標データ形成部においては、処理制御回路２０１０Ｄは、位置
検出用信号送信期間の受信信号から、電子ペン１Ｄによる指示位置を検出する。そして、
処理制御回路２０１０Ｄは、位置検出用信号送信期間の終了を待ち、スタート信号を検出
したら、付加情報送信期間の筆圧情報、ペンＩＤ及タグ情報のデータを検出して、それら
を復元する動作を行う。そして、処理制御回路２０１０Ｄは、電子ペン１Ｄによる指示位
置の情報と、筆圧情報と、ペンＩＤ及タグ情報を、コントローラに出力するようにする。
【０２９６】
　なお、電子タグ発信器（電子ペン用電子タグ発信器、タブレット端末用電子タグ発信器
のいずれでもよい）は、腕輪やネックレスなど、人が身に着けるものに内蔵させたり、ポ
ケットに入れて所持することができる小型のものにしたりすることで、電子ペンやタブレ
ット端末を操作する利用者が、装着あるいは所持するようにしてもよい。
【０２９７】
　そのようにした場合には、例えば上述の第４の実施形態の第２の例および第３の例にお
いては、クレジット決済ができる店舗には、利用者が装着あるいは所持する電子タグ発信
器からのタグ情報を受信することができる電子ペンとタブレット端末を用意して設置して
おくようにすれば、決済をしようとする利用者は、電子タグ発信器を装着あるいは所持す
ることで、当該店舗でのクレジット決済が可能となる。
【０２９８】
　例えば、電子ペン用電子タグ発信器とタブレット端末用電子タグ発信器を内蔵する装身
具を身に着けて、店舗に赴き、店舗に用意されている電子タグ発信器からのタグ情報の受
信機能を有する電子ペンとタブレット端末を用いてクレジット決済をすることができる。
【０２９９】
　具体的には、サーバ装置５Ｃを通じて、タブレット端末用電子タグ発信器に関連付けら
れている情報が使用言語に関する情報で、電子ペン用電子タグ発信器に関連付けられてい
る情報が利用者個人のクレジット決済に関する情報であるとする。利用者が店舗に備えら
れている電子ペンとタブレット端末に近づくと、サーバ装置５Ｃを通じて、タブレット端
末には、利用者の使用する言語で店舗案内が表示され、電子ペンをタブレット端末に近づ
けると利用者のクレジット情報が表示されると共に、サーバ装置５Cを通してサイン認証
がなされ、クレジット決済が行われる。
【０３００】
　なお、電子タグ発信器の設置場所は、病室や店舗や工場などの固定的な場所だけではな
く、自動車（タクシーなど）の車内など、移動体であってもよい。
【符号の説明】
【０３０１】
　１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ…電子ペン、２，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２Ｄ…タブレット端
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末（位置検出装置）、３，３Ａ，３Ｂ…パソコン、３Ｃ…パッド型端末、４…通信ネット
ワーク、５，５Ａ，５Ｂ，５Ｃ…サーバ装置、６…電子タグ発信器、６Ｔ，６ＴＡ，６Ｔ
Ｂ，６ＴＣ，６ＴＤ…タブレット端末用電子タグ発信器、６Ｐ，６ＰＡ，６ＰＢ，６ＰＣ
，６ＰＤ…電子ペン用電子タグ発信器、７…情報処理装置、１４…記録用紙、２１…紙挟
み部、２０，２０Ａ…位置検出装置部、５４…ペンＩＤ対応情報記憶部、５５…タグ情報
対応情報記憶部
 
【要約】
　電子ペンによる指示位置の情報に関して、その指示位置の入力がなされた場所に関連す
る処理を容易に行えるようにする。
　電子タグ発信器から送信されるタグ情報を受信する受信部と、位置検出装置に対して、
位置検出装置のセンサ部における指示位置を検出させるための位置検出用信号を送信する
送信部と、受信部でタグ情報を受信したときに、送信部から、位置検出用信号と共に、タ
グ情報を位置検出装置に送信するように制御する制御部とを備える電子ペンを用意する。
位置検出装置は、電子ペンから送信される、電子タグ発信器からのタグ情報と位置検出用
信号とを含む信号を受信し、検出部で検出した電子ペンによる指示位置の情報を、センサ
部で受信した電子ペンからのタグ情報と対応付けて記憶部に記憶する。

【図１】 【図２】
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